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太
郎

（38）

あ
る
高
杉
晋
作
書
翰
に
か
ん
す
る
覚
書

奇
行
の
連
続

　

高
杉
晋
作
春
風
（
一
八
三
九
〜
六
七
）
の
二
十
八
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
は
、
理
解
し

難
い
奇
行
の
連
続
で
あ
る
。
周
囲
の
者
は
結
構
振
り
回
さ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
没
後
は
そ
れ
が

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
と
し
て
語
ら
れ
も
し
た
。
晋
作
の
伝
記
を
調
べ
て
い
る
と
、
行
動
の

真
意
が
読
み
取
り
難
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
京
都
で
十
年
の
暇
を
請
い
、
剃
髪
し
て
「
東
行
」
と
号
し
て
帰
国
し
た
真
意
な
ど
、
私

を
含
め
、
い
ま
だ
す
っ
き
り
と
読
み
解
い
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

私
の
蔵
書
中
に
あ
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
二
十
一
日
、
父
小
忠
太
宛
て
の
晋
作

書
翰
（
以
下
原
則
と
し
て
本
状
と
す
）
も
、
ど
う
も
そ
の
真
意
が
見
え
に
く
い
。
ま
ず
は
、

本
状
の
翻
刻
か
ら
始
め
て
み
よ
う
（
／
は
原
翰
の
改
行
位
置
）。

田
上
伯
父（
１
）

　
　

昨
夜
御
帰
萩
／
今
朝
罷
越
御
地
之
御
様
子
／
奉
承
知
大
安
心
仕
候
不
相
変
／
御

盛
ニ
御
所
勤
被
成
候
之
由
／
大
慶
至
極
ニ
奉
存
候
危
急
之
／
砌
為
邦
御
尽
力
千
萬
／
所
祈
ニ

御
坐
候
御
留
守
之
儀
ハ
／
乍
不
及
私
儀
罷
居
候
間
御
懸
念
／
被
下
間
敷
様
奉
存
候
爰
元
ハ
／

御
母
様
を
始
皆
々
相
揃
無
事
／
罷
暮
候
間
御
安
意
可
被
遣
候
二
三
日
／
前
よ
り
大
西
外
祖

父（
２
）

　
　

少
々
／
（  ）
風
邪
御
煩
被
成
□
□
御
気
／
遣
申
上
候
様
之
事
□
御
坐
候
其
外
ハ
／
諸
道
親

類
皆
々
無
異
ニ
／
御
坐
候
承
候
處
御
地
も
今
以
／
沸
騰
之
餘
波
静
り
兼
／
候
之
由
嘸
々
御
苦

慮
可
被
為
在
ト
／
奉
遥
察
候
山
田
宇
右
衛
門（
３
）

　
　

も
先
日
／
出
浮
仕
候
由
何
卒
此
え
御
相
／
談

有
度
奉
祈
候
宇
右
衛
門
之
持
／
論
ハ
杉
梅（
４
）

　
　

委
細
承
知
ニ
て
／
彼
ニ
御
尋
被
下
候
様
奉
頼
候

私
事
も
／
當
分
ハ
書
齋
え
割
拠
ト
／
決
意
仕
候
先
日
之
御
断
出
速
／
ニ
相
運
候
様
奉
頼
候
宇

右
衛
門
え
も
／
別
紙
右
段
申
遣
候
事
ニ
御
坐
候
／
尊
大
人
様
も
宇
右
衛
門
え
／
申
遣
置
候
間

何
卒
宇
右
衛
門
／
と
御
相
談
被
成
候
様
奉
存
候
出
過
／
き
之
事
ニ
ハ
候
得
共
私
情
不
得
已
候

／
之
事
被
仰
越
承
知
仕
候
中
間
／
不
用
御
坐
候
故
彼
者
ニ
持
せ
／
送
候
間
御
遣
可
被
成
候
随

分
／
人
柄
も
宜
敷
者
ニ
御
坐
候
先
ハ
／
右
為
申
上
匆
々
如
此
御
坐
候
余
ハ
／
譲
後
鴻
候
恐
惶

謹
言

　
　
　

九
月
廿
一
日　

燈
下
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助（
５
）

　
　

拝

　
　
　
　

小
忠
太
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

尚
々
時
候
御
厭
申
も
疎
／
之
儀
ニ
て
存
候
拝
白

　
　
　
　

緘

　
　

小
忠
太
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助
拝

     　

 

御
直
披

（
１
）
田
上
宇
平
太
（
一
八
一
七
〜
六
九
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
任
準
。
蘭
学
者
。
高
杉
小
左

衛
門
春
明
の
末
子
だ
が
、
田
上
平
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
系
図
上
は
又
兵
衛
春
豊
の
三
男
だ
か
ら
、

小
忠
太
の
弟
、
晋
作
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
２
）
大
西
将
曹
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
隆
玹
、
別
称
は
要
人
。
晋

作
の
母
ミ
チ
の
父
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
奥
番
頭
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
記
録
所
役

な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
３
）
山
田
宇
右
衛
門
（
一
八
一
三
〜
六
七
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
頼
毅
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
二
月
、
参
政
に
選
ば
れ
、
同
年
八
月
に
学
習
院
用
掛
、
翌
三
年
三
月
に
政
務
座
に
列
せ
ら
れ

て
遠
近
方
兼
用
談
役
を
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
４
）
杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）。
長
州
藩
。
無
給
通
士
。
諱
は
修
道
。
の
ち
民
治
と
名

乗
る
。
吉
田
松
陰
の
実
兄
。
晋
作
と
の
交
流
が
あ
つ
か
っ
た
。

（
５
）
晋
作
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
後
半
、
藩
主
か
ら
東
一
の
名
を
拝
領
し
た
が
、
元

治
元
年
三
月
、
野
山
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
際
、
没
収
さ
れ
た
。
以
後
は
和
助
（
介
）
と
称
す
。
和
助
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二
十
九
日
、
藩
命
で
谷
潜
蔵
と
改
名
す
る
ま
で
使
用
し
た
。
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
晋
作
で
通
す
。

　

藩
主
父
子
は
藩
政
府
が
置
か
れ
た
山
口
に
在
っ
た
か
ら
、
萩
は
「
留
守
政
府
」
と
呼
ば
れ

た
。
九
月
一
日
、
藩
主
は
追
討
軍
に
誠
意
恭
順
を
尽
く
し
、
条
理
明
白
弁
解
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
で
も
攻
め
て
来
る
な
ら
抗
戦
も
辞
さ
ぬ
と
の
親
諭
を
下
す
。
翌
二
日
、
こ
の
方
針
に
対
し

て
意
見
が
あ
る
者
は
、
書
面
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
「
俗
論
派
の
壮
士
」

が
続
々
と
山
口
に
押
し
か
け
、
藩
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。
す
で
に
八
月
二
十
日
に
は
毛
利

出
雲
が
加
判
役
に
列
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
岡
本
吉
之
進
が
大
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
「
俗
論
」
が
要
職
を
占
め
始
め
て
い
た
。「
正
義
」
の
政
府
員
は
意
を
決
し
、
次
々
と

辞
表
を
出
す
（
末
松
謙
澄
『
修
訂 

防
長
回
天
史
・
六
』〈
以
下
『
回
天
史
・
六
』
と
略
す
〉

一
九
二
一
年
、
一
七
六
頁
以
下
）。

　

小
忠
太
は
九
月
十
日
、
手
廻
組
に
加
え
ら
れ
、
奥
番
頭
、
直
目
附
役
を
命
じ
ら
れ
（
毛
利

家
文
庫
『
高
杉
小
忠
太
之
履
歴
材
料
』）、
山
口
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
父
に
晋
作
は
、

二
週
間
程
の
間
に
本
状
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
通
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
他
の
三
通

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
九
月
十
一
日
（『
史
料
』
二
七
〇
）

　

②
九
月
十
五
日
（『
史
料
』
二
七
一
）

　

③
九
月
二
十
四
日
（『
史
料
』
二
七
三
）

　

こ
れ
ら
を
解
説
す
る
前
に
、
拙
著
の
誤
り
を
正
し
て
お
き
た
い
。
私
は
『
史
料
』
の
中
か

ら
書
簡
百
通
を
選
び
、
解
説
な
ど
を
加
え
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
『
高
杉
晋
作
の
手
紙
』

（
二
〇
一
一
年
。
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
を
編
ん
だ
。
『
手
紙
』
で
は
①
（『
手
紙
』
四

四
）、
②
（『
手
紙
』
四
五
）
を
晋
作
が
「
山
口
」、
小
忠
太
が
「
萩
」
に
在
っ
た
と
解
説
し

た
が
、
い
ず
れ
も
逆
で
あ
る
。『
全
集
』
や
梅
溪
昇
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

も
、
①
に
関
し
て
は
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
十
八
日
」（『
史
料
』
二
七
二
・『
手
紙
』
四
六
）
と
あ
る
小
忠
太
宛
は
九
月
で

も
十
月
で
も
な
く
、
下
関
で
の
戦
後
処
理
を
終
え
た
直
後
の
八
月
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

父
へ
の
手
紙

　

こ
の
間
、
晋
作
は
小
忠
太
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

①
の
最
初
の
方
で
、
小
忠
太
が
山
口
に
勤
め
る
と
聞
き
、
山
口
の
「
形
勢
」
を
知
ら
せ
よ

う
と
、
急
ぎ
萩
に
帰
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
忠
太
は
す
で
に
萩
か
ら
山
口
に
向
か
っ
て

お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
残
念
が
る
。

　

晋
作
は
小
忠
太
に
「
君
側
之
士
」
が
色
々
と
「
密
告
」
し
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
信

用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
忠
告
す
る
。
井
原
主
水
は
「
色
々
不
評
談
」
も
あ
る
の
で
用
心

が
必
要
、
林
主
税
・
上
山
某
な
ど
は
「
誠
直
之
士
」
だ
が
、「
時
勢
に
は
不
案
内
」
な
の
で
、

交
際
し
て
も
心
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
教
え
る
。
ま
た
、
失
脚
中
の
「
正
義
」
の
前

田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
蔵
太
・
大
和
国
之
助
・
毛
利
登
人
を
、
藩
政
の
一
線
に
戻
す
た
め
の

「
周
旋
」
を
頼
む
。
さ
ら
に
、
「
杉
徳
補
（
孫
七
郎
）
留
守
政
府
第
一
等
人
。
山
田
宇
右
衛

門
好
人
物
、
其
の
上
時
勢
も
熟
察
つ
か
ま
つ
り
居
り
候
」
と
、
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
の
晋

作
が
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
は
山
田
だ
っ
た
。
そ
の
山
田
も
九
月
十
四
日
、
辞
表
を
提
出

し
、
萩
に
帰
っ
て
来
る
。

　

晋
作
は
②
で
も
山
田
を
「
当
時
勢
も
余
程
熟
覧
熟
味
、
老
錬
中
の
真
老
錬
」
と
高
く
評
価

し
、
早
々
に
山
口
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
末
尾
近
く
に
は
、
萩
か
ら
山
口
に
赴
く

田
上
宇
平
太
に
託
す
書
翰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
一
日
付
の
本
状
に
続
く
。
冒
頭
で
田
上
が
萩
に
帰
っ
て
来
た
と
述
べ

る
の
は
、
②
と
繋
が
る
。
晋
作
は
小
忠
太
の
健
在
を
喜
び
、
萩
の
家
族
や
親
戚
の
近
況
を
知

ら
せ
、
小
忠
太
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
気
遣
う
。
つ
づ
い
て
田
上
か
ら
得
た
、
山
口
情

報
に
つ
い
て
の
晋
作
の
意
見
を
伝
え
る
。
山
田
が
山
口
に
行
く
の
で
、
相
談
す
る
よ
う
繰
り

返
す
。
こ
の
頃
、
山
田
の
山
口
行
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
の
「
持
論
」
は
杉
梅
太
郎
が

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
彼
か
ら
聞
い
て
欲
し
い
と
も
言
う
。

　

中
村
助
四
郎
『
学
圃
杉
先
生
伝
』（
一
九
三
五
年
）
に
よ
れ
ば
杉
は
八
月
十
七
日
、
諸
郡

御
仕
組
方
を
任
ぜ
ら
れ
、
郡
奉
行
所
本
取
締
役
を
兼
ね
て
山
口
に
勤
務
し
た
。
上
司
の
郡
奉

行
は
、
山
田
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
頃
山
田
は
藩
政
府
の
仕
事
で
忙
殺
さ
れ
、
郡
方
は
杉
へ

委
任
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
河
村
一
郎
編
『
萩
藩
主
要
役
職
者
年
表
』（
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
郡
奉
行
の
任
期
は
元
治
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
で
あ

る
（
一
四
五
頁
）。

　
『
維
新
史
料
綱
要
・
五
』〈
一
九
三
七
年
〉
九
月
十
九
日
の
条
に
は
小
忠
太
が
毛
利
一
門

の
吉
川
経
幹
を
訪
ね
、「
直
目
付
前
田
孫
右
衛
門
等
ノ
罷
免
ハ
、
世
子
広
封
不
同
意
ナ
ル
ニ

依
リ
、
一
日
ヲ
緩
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
晋
作
の
①
で
の
指
示
ど

お
り
、「
正
義
」
の
勢
力
回
復
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

萩
を
離
れ
な
い
理
由

　

頑
な
に
萩
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
晋
作
は
本
状
で
も
、
書
斎
に
割
拠
す
る
決
意
と
述

べ
る
。
山
口
に
馳
せ
参
じ
、
小
忠
太
と
と
も
に
「
俗
論
」
と
戦
う
気
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
役

の
官
僚
が
一
方
的
に
辞
表
を
出
し
て
職
場
を
放
棄
し
、
萩
か
ら
せ
っ
せ
と
父
に
指
示
を
出
す

の
み
。
こ
の
あ
た
り
、「
英
雄
」
晋
作
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
ま
さ
に
奇
行
で
は
な
い

か
。

　

そ
の
理
由
を
近
年
三
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
晋
作
評
伝
に
聞
い
て
み
よ
う
。

梅
溪
『
高
杉
晋
作
』
は
「
下
関
和
議
成
立
後
間
も
な
く
、
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
辞
表

を
出
し
、
萩
に
退
き
屏
居
し
て
い
た
」（
二
一
一
頁
）、
海
原
徹
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
七

年
）
は
「
萩
の
自
宅
に
閑
居
し
て
い
た
」（
一
八
四
頁
）、
青
山
忠
正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵

隊
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
「
椋
梨
党
復
活
の
動
き
を
見
て
、『
こ
の
動
揺
に
て
皆
々
引
き
籠
も

り
何
と
も
不
分
明
に
相
成
り
候
。
改
め
て
御
役
御
断
り
申
し
出
候
心
得
』
で
、
十
一
日
に
は

勝
手
に
萩
の
実
家
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
一
日
付
、
十
五
日
付
、
小
忠
太
あ
て
書
簡
）」

（
一
六
八
頁
）
と
す
る
。
失
礼
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
表
面
上
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
回
天
史
・
六
』
に
は
、
晋
作
の
身
近
に
い
た
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
の
後
年
の
談
話
が
載

る
。
そ
れ
は
「
伊
藤
公
に
曰
く
、
彼
蓋
し
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
な
る
べ
し
と
。
井
上

侯
、
和
議
後
の
山
口
の
状
況
を
歎
息
せ
る
談
に
曰
く
、
和
議
結
了
後
、
高
杉
は
役
人
に
せ
ん

と
し
て
も
諾
せ
ず
。
萩
に
退
き
、
山
口
に
在
ら
ず
と
。
蓋
し
官
職
な
き
に
非
ず
。
辞
表
を
呈

し
て
家
居
せ
ざ
る
な
り
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
、
や
は
り
晋
作
の
真
意
に
は
触
れ

て
お
ら
ず
、
単
な
る
奇
行
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

晋
作
の
辞
職
願
い
を
藩
が
認
め
た
の
は
、
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
辞
職
の
理
由
を
晋
作

は
、「
病
身
に
付
き
」
と
し
て
い
た
（『
史
料
』
二
六
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
病
気
だ
っ
た
気

配
は
な
い
。

　

以
下
は
、
当
時
の
晋
作
の
心
情
を
推
測
し
た
、
私
の
覚
書
で
あ
る
。

　

萩
に
引
き
籠
も
っ
た
晋
作
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
月
五
日
に
長
男
梅
之

丞
（
の
ち
東
一
）
が
生
ま
れ
こ
と
だ
。
晋
作
に
と
り
、
初
め
て
の
子
供
で
あ
る
。
危
険
な
山

口
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
も
子
供
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
武
士
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
当
然
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
譜
代
の
臣
で
あ
る
高
杉
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
晋
作
は
、
家
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
使
命
感
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
多
く
の
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
小
忠
太
も
理
解
し
て
い

た
か
ら
、
あ
え
て
晋
作
を
山
口
に
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、「
正
義
」
の
重
鎮
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
晋
作
に
も
危
機
が
迫
る
や
十
月
二
十
四

日
夜
、
萩
を
脱
し
、
山
口
、
徳
地
、
下
関
な
ど
を
経
、
九
州
に
亡
命
す
る
。
そ
の
時
、
晋
作

は
息
子
の
名
に
似
せ
た
の
か
「
谷
梅
之
進
」
と
変
名
し
た
。
長
州
征
討
は
「
俗
論
」
政
権
が

恭
順
謝
罪
し
て
不
戦
解
兵
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
晋
作
は
帰
国
し
、
「
俗
論
」

打
倒
を
訴
え
て
下
関
で
挙
兵
す
る
。
内
戦
を
起
こ
し
、
藩
の
主
導
権
を
奪
い
返
し
、
藩
是
を

武
備
恭
順
に
転
じ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
前
会
議
の
謎

　

こ
の
時
期
の
山
口
が
、
武
備
恭
順
路
線
の
晋
作
ら
に
と
り
ど
れ
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
か
は
、

　

晋
作
書
翰
を
集
め
た
文
献
に
東
行
先
生
五
十
念
祭
記
念
会
編
『
東
行
先
生
遺
文
』（
一
九

一
六
年
。
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）、
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
・
上
』（
一
九
七
四

年
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）、
一
坂
太
郎
編
『
高
杉
晋
作
史
料
・
一
』（
二
〇
〇
二
年
。

以
下
『
史
料
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
小
忠
太
宛
（
両
親
宛
含
む
）
の
晋
作
書
翰
は
『
遺
文
』

に
十
五
通
、『
全
集
』
に
十
七
通
、『
史
料
』
に
二
十
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
状
は

い
ず
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

父
宛
書
翰
は
大
抵
高
杉
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
か
ら
形
見
と
し
て
割
譲

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
例
え
ば
『
史
料
』
二
四
〇
（
史
料
番
号
。
以
下
同
）
は
東

行
庵
主
谷
梅
処
に
、
現
在
太
宰
府
天
満
宮
蔵
の
二
三
四
・
二
七
二
・
四
三
六
は
伊
木
寿
一
（
晋

作
の
孫
暢
子
の
夫
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
『
遺
文
』
未
収
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
二
一
六

や
熱
田
神
宮
蔵
二
七
三
、
そ
し
て
本
状
も
『
遺
文
』
編
纂
以
前
に
高
杉
家
か
ら
流
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
高
杉
家
に
伝
わ
っ
た
分
も
『
遺
文
』
刊
行
後
に
大
半
は
市
場
へ
流
出
し
た
か

ら
、
現
在
確
認
出
来
る
原
翰
は
限
ら
れ
て
い
る
。

萩
に
帰
っ
た
晋
作

　

次
に
本
状
を
書
い
た
頃
の
晋
作
と
、
そ
の
周
辺
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

　

元
治
元
年
八
月
六
日
、
晋
作
は
政
務
役
に
加
え
ら
れ
、
四
国
連
合
艦
隊
と
の
止
戦
講
和
を

担
当
し
た
。
だ
が
、
朝
廷
は
こ
の
頃
、
七
月
十
九
日
の
「
禁
門
の
変
」
で
御
所
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
長
州
藩
の
追
討
を
幕
府
に
命
じ
、
幕
府
は
西
国
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
る
。
朝
敵
の

烙
印
を
押
さ
れ
た
長
州
藩
で
は
今
後
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
武
備
恭
順
の
「
正
義
」
と
恭
順
謝

罪
の
「
俗
論
」
が
対
立
し
た
。

　
「
正
義
」
に
連
な
る
晋
作
は
講
和
の
任
を
終
え
る
と
、
辞
表
を
提
出
し
て
萩
に
退
く
。
そ

れ
で
も
藩
は
八
月
二
十
九
日
、
政
務
役
の
晋
作
に
石
州
境
軍
務
管
轄
を
兼
務
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
晋
作
は
九
月
二
日
夜
に
は
山
口
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
（『
史
料
』
二
六
九
）、
結
局
石

州
口
に
は
赴
か
ず
、
九
月
十
一
日
ま
で
に
は
萩
に
帰
っ
て
し
ま
う
。

九
月
二
十
五
日
夜
、
山
口
政
事
堂
か
ら
帰
宅
途
中
の
井
上
聞
多
（
馨
）
が
「
俗
論
」
の
刺
客

に
襲
わ
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
晋
作
も
山
口
に
居
た
ら
、

御
前
会
議
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
の
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
こ
と

が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
。『
奇
兵
隊
日
記
』（
鴻
城
日
記
）
同
日
条
に
「
朝
、
御

前
会
議
、
諸
大
夫
を
始
、
参
政
不
残
集
会
之
事
。
君
上
宜
ク
人
心
一
致
、
武
備
充
実
、
諸
有

司
大
酒
ヲ
禁
ゼ
ヨ
ト
ノ
由
」（『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
上
』〈
一
九
九
四
年
〉
四
四
四
頁
）
と

あ
る
か
ら
、
開
か
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
藩
是
を
決
め
る
重
要
会
議
で
、『
回
天
史
・
六
』
に
は
「
公
、
当
役
・
政
務
員
を

召
し
、
大
に
国
事
を
議
す
。
此
時
に
方
り
政
府
の
議
、
次
第
に
恭
順
の
一
面
に
傾
き
、
藩
政

の
施
設
亦
事
々
旧
形
に
退
却
せ
ん
と
す
る
の
観
あ
り
」（
一
九
九
頁
以
下
）
と
あ
る
も
の
の
、

出
席
者
名
簿
も
議
事
録
も
載
っ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
研
究
書
や
評
伝
の
類
も
、
小

郡
宰
判
代
官
と
政
務
役
を
兼
ね
て
い
た
井
上
聞
多
が
残
し
た
回
顧
談
を
無
批
判
に
利
用
し
て

い
る
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
。

　

井
上
か
ら
取
材
し
て
著
さ
れ
た
中
原
邦
平
『
井
上
伯
伝
・
三
』（
一
九
〇
七
年
）
の
「
第

十
七　

武
備
恭
順
の
主
張
」（
二
六
丁
以
下
）
に
は
、
会
議
に
至
っ
た
経
緯
と
当
日
の
様
子

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、「
俗
論
」
の
勢
力
拡
大
を
、
実
は
不
本
意
と
考
え
る

藩
主
父
子
の
意
向
を
ひ
そ
か
に
受
け
た
井
上
が
企
画
し
た
会
議
だ
と
し
、
武
備
恭
順
に
藩
是

を
傾
か
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
武
力
に
よ
る
「
俗
論
」
の
掃
討
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

当
日
、
井
上
は
熱
弁
を
奮
っ
て
「
俗
論
」
を
論
破
し
て
ゆ
く
。『
井
上
伯
伝
・
三
』
を
読

む
限
り
で
は
面
白
い
く
ら
い
、
井
上
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
藩
主
は「
今

朝
以
来
聞
多
の
主
張
す
る
所
を
聞
く
に
、
誠
に
其
の
理
あ
り
、
今
日
既
往
の
事
を
繰
り
返
し

て
種
々
論
争
す
る
も
亦
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
故
に
予
は
即
時
武
備
恭
順
の
国
是
に
一
定
す
べ

し
。
一
同
此
の
旨
心
得
よ
」
と
、
決
議
す
る
（
四
四
丁
）。
こ
れ
は
「
俗
論
」
に
と
り
、「
死

活
の
大
問
題
」
だ
っ
た
（
四
六
丁
）。
だ
か
ら
逆
恨
み
を
買
い
、
井
上
は
襲
わ
れ
た
の
だ
と

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
井
上
伯
伝
・
三
』
に
は
、
刺
客
の
ひ
と
り
児
玉
愛
次
郎
（
維
新
後
は
貴
族
院

議
員
な
ど
）
の
回
顧
談
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
七
丁
以
下
）。
児
玉
は
御
前
会
議
で
藩
主

が
「
聞
多
は
を
か
し
い
こ
と
を
言
ふ
」
と
言
っ
た
と
、
仲
間
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
語
る
。
藩

主
は
、
井
上
の
説
に
賛
同
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
襲
っ
た
の
だ
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
井
上
の
話
と
は
、
ま
逆
で
あ
る
。

　

聴
取
者
で
あ
る
公
爵
毛
利
家
編
輯
所
員
の
中
原
邦
平
は
、
「
井
上
伯
も
ア
ノ
時
分
は
政
府

員
等
に
向
つ
て
、
頻
り
に
や
か
ま
し
く
言
ふ
て
居
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
政
府
と
方
針
を
異
に

し
た
人
と
考
へ
違
へ
た
も
の
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」
と
、
児
玉
ら
の
誤
解
に
し
て
取

り
繕
っ
て
し
ま
う
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
突
っ
込
ん
で
問
い
正
そ
う
と
い
う
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

肝
心
な
部
分
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
幕
末
長
州
藩
の
政
治
史
研
究
を
困
難
に

す
る
。「
俗
論
」
の
主
張
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
次
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

勝
者
と
な
っ
た
「
正
義
」
の
言
い
分
の
み
が
、
「
歴
史
」
と
し
て
罷
り
通
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
見
る
た
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ち
さ
か　

た
ろ
う　

萩
博
物
館
特
別
学
芸
員

た
か
す
ぎ
し
ん
さ
く
は
る
か
ぜ

と
う
ぎ
ょ
う
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あ
る
高
杉
晋
作
書
翰
に
か
ん
す
る
覚
書

奇
行
の
連
続

　

高
杉
晋
作
春
風
（
一
八
三
九
〜
六
七
）
の
二
十
八
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
は
、
理
解
し

難
い
奇
行
の
連
続
で
あ
る
。
周
囲
の
者
は
結
構
振
り
回
さ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
没
後
は
そ
れ
が

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
と
し
て
語
ら
れ
も
し
た
。
晋
作
の
伝
記
を
調
べ
て
い
る
と
、
行
動
の

真
意
が
読
み
取
り
難
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
京
都
で
十
年
の
暇
を
請
い
、
剃
髪
し
て
「
東
行
」
と
号
し
て
帰
国
し
た
真
意
な
ど
、
私

を
含
め
、
い
ま
だ
す
っ
き
り
と
読
み
解
い
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

私
の
蔵
書
中
に
あ
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
二
十
一
日
、
父
小
忠
太
宛
て
の
晋
作

書
翰
（
以
下
原
則
と
し
て
本
状
と
す
）
も
、
ど
う
も
そ
の
真
意
が
見
え
に
く
い
。
ま
ず
は
、

本
状
の
翻
刻
か
ら
始
め
て
み
よ
う
（
／
は
原
翰
の
改
行
位
置
）。

田
上
伯
父（
１
）

　
　

昨
夜
御
帰
萩
／
今
朝
罷
越
御
地
之
御
様
子
／
奉
承
知
大
安
心
仕
候
不
相
変
／
御

盛
ニ
御
所
勤
被
成
候
之
由
／
大
慶
至
極
ニ
奉
存
候
危
急
之
／
砌
為
邦
御
尽
力
千
萬
／
所
祈
ニ

御
坐
候
御
留
守
之
儀
ハ
／
乍
不
及
私
儀
罷
居
候
間
御
懸
念
／
被
下
間
敷
様
奉
存
候
爰
元
ハ
／

御
母
様
を
始
皆
々
相
揃
無
事
／
罷
暮
候
間
御
安
意
可
被
遣
候
二
三
日
／
前
よ
り
大
西
外
祖

父（
２
）

　
　

少
々
／
（  ）
風
邪
御
煩
被
成
□
□
御
気
／
遣
申
上
候
様
之
事
□
御
坐
候
其
外
ハ
／
諸
道
親

類
皆
々
無
異
ニ
／
御
坐
候
承
候
處
御
地
も
今
以
／
沸
騰
之
餘
波
静
り
兼
／
候
之
由
嘸
々
御
苦

慮
可
被
為
在
ト
／
奉
遥
察
候
山
田
宇
右
衛
門（
３
）

　
　

も
先
日
／
出
浮
仕
候
由
何
卒
此
え
御
相
／
談

有
度
奉
祈
候
宇
右
衛
門
之
持
／
論
ハ
杉
梅（
４
）

　
　

委
細
承
知
ニ
て
／
彼
ニ
御
尋
被
下
候
様
奉
頼
候

私
事
も
／
當
分
ハ
書
齋
え
割
拠
ト
／
決
意
仕
候
先
日
之
御
断
出
速
／
ニ
相
運
候
様
奉
頼
候
宇

右
衛
門
え
も
／
別
紙
右
段
申
遣
候
事
ニ
御
坐
候
／
尊
大
人
様
も
宇
右
衛
門
え
／
申
遣
置
候
間

何
卒
宇
右
衛
門
／
と
御
相
談
被
成
候
様
奉
存
候
出
過
／
き
之
事
ニ
ハ
候
得
共
私
情
不
得
已
候

／
之
事
被
仰
越
承
知
仕
候
中
間
／
不
用
御
坐
候
故
彼
者
ニ
持
せ
／
送
候
間
御
遣
可
被
成
候
随

分
／
人
柄
も
宜
敷
者
ニ
御
坐
候
先
ハ
／
右
為
申
上
匆
々
如
此
御
坐
候
余
ハ
／
譲
後
鴻
候
恐
惶

謹
言

　
　
　

九
月
廿
一
日　

燈
下
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助（
５
）

　
　

拝

　
　
　
　

小
忠
太
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

尚
々
時
候
御
厭
申
も
疎
／
之
儀
ニ
て
存
候
拝
白

　
　
　
　

緘

　
　

小
忠
太
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助
拝

     　

 

御
直
披

（
１
）
田
上
宇
平
太
（
一
八
一
七
〜
六
九
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
任
準
。
蘭
学
者
。
高
杉
小
左

衛
門
春
明
の
末
子
だ
が
、
田
上
平
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
系
図
上
は
又
兵
衛
春
豊
の
三
男
だ
か
ら
、

小
忠
太
の
弟
、
晋
作
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
２
）
大
西
将
曹
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
隆
玹
、
別
称
は
要
人
。
晋

作
の
母
ミ
チ
の
父
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
奥
番
頭
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
記
録
所
役

な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
３
）
山
田
宇
右
衛
門
（
一
八
一
三
〜
六
七
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
頼
毅
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
二
月
、
参
政
に
選
ば
れ
、
同
年
八
月
に
学
習
院
用
掛
、
翌
三
年
三
月
に
政
務
座
に
列
せ
ら
れ

て
遠
近
方
兼
用
談
役
を
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
４
）
杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）。
長
州
藩
。
無
給
通
士
。
諱
は
修
道
。
の
ち
民
治
と
名

乗
る
。
吉
田
松
陰
の
実
兄
。
晋
作
と
の
交
流
が
あ
つ
か
っ
た
。

（
５
）
晋
作
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
後
半
、
藩
主
か
ら
東
一
の
名
を
拝
領
し
た
が
、
元

治
元
年
三
月
、
野
山
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
際
、
没
収
さ
れ
た
。
以
後
は
和
助
（
介
）
と
称
す
。
和
助
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二
十
九
日
、
藩
命
で
谷
潜
蔵
と
改
名
す
る
ま
で
使
用
し
た
。
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
晋
作
で
通
す
。

　

藩
主
父
子
は
藩
政
府
が
置
か
れ
た
山
口
に
在
っ
た
か
ら
、
萩
は
「
留
守
政
府
」
と
呼
ば
れ

た
。
九
月
一
日
、
藩
主
は
追
討
軍
に
誠
意
恭
順
を
尽
く
し
、
条
理
明
白
弁
解
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
で
も
攻
め
て
来
る
な
ら
抗
戦
も
辞
さ
ぬ
と
の
親
諭
を
下
す
。
翌
二
日
、
こ
の
方
針
に
対
し

て
意
見
が
あ
る
者
は
、
書
面
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
「
俗
論
派
の
壮
士
」

が
続
々
と
山
口
に
押
し
か
け
、
藩
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。
す
で
に
八
月
二
十
日
に
は
毛
利

出
雲
が
加
判
役
に
列
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
岡
本
吉
之
進
が
大
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
「
俗
論
」
が
要
職
を
占
め
始
め
て
い
た
。「
正
義
」
の
政
府
員
は
意
を
決
し
、
次
々
と

辞
表
を
出
す
（
末
松
謙
澄
『
修
訂 

防
長
回
天
史
・
六
』〈
以
下
『
回
天
史
・
六
』
と
略
す
〉

一
九
二
一
年
、
一
七
六
頁
以
下
）。

　

小
忠
太
は
九
月
十
日
、
手
廻
組
に
加
え
ら
れ
、
奥
番
頭
、
直
目
附
役
を
命
じ
ら
れ
（
毛
利

家
文
庫
『
高
杉
小
忠
太
之
履
歴
材
料
』）、
山
口
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
父
に
晋
作
は
、

二
週
間
程
の
間
に
本
状
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
通
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
他
の
三
通

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
九
月
十
一
日
（『
史
料
』
二
七
〇
）

　

②
九
月
十
五
日
（『
史
料
』
二
七
一
）

　

③
九
月
二
十
四
日
（『
史
料
』
二
七
三
）

　

こ
れ
ら
を
解
説
す
る
前
に
、
拙
著
の
誤
り
を
正
し
て
お
き
た
い
。
私
は
『
史
料
』
の
中
か

ら
書
簡
百
通
を
選
び
、
解
説
な
ど
を
加
え
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
『
高
杉
晋
作
の
手
紙
』

（
二
〇
一
一
年
。
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
を
編
ん
だ
。
『
手
紙
』
で
は
①
（『
手
紙
』
四

四
）、
②
（『
手
紙
』
四
五
）
を
晋
作
が
「
山
口
」、
小
忠
太
が
「
萩
」
に
在
っ
た
と
解
説
し

た
が
、
い
ず
れ
も
逆
で
あ
る
。『
全
集
』
や
梅
溪
昇
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

も
、
①
に
関
し
て
は
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
十
八
日
」（『
史
料
』
二
七
二
・『
手
紙
』
四
六
）
と
あ
る
小
忠
太
宛
は
九
月
で

も
十
月
で
も
な
く
、
下
関
で
の
戦
後
処
理
を
終
え
た
直
後
の
八
月
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

父
へ
の
手
紙

　

こ
の
間
、
晋
作
は
小
忠
太
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

①
の
最
初
の
方
で
、
小
忠
太
が
山
口
に
勤
め
る
と
聞
き
、
山
口
の
「
形
勢
」
を
知
ら
せ
よ

う
と
、
急
ぎ
萩
に
帰
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
忠
太
は
す
で
に
萩
か
ら
山
口
に
向
か
っ
て

お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
残
念
が
る
。

　

晋
作
は
小
忠
太
に
「
君
側
之
士
」
が
色
々
と
「
密
告
」
し
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
信

用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
忠
告
す
る
。
井
原
主
水
は
「
色
々
不
評
談
」
も
あ
る
の
で
用
心

が
必
要
、
林
主
税
・
上
山
某
な
ど
は
「
誠
直
之
士
」
だ
が
、「
時
勢
に
は
不
案
内
」
な
の
で
、

交
際
し
て
も
心
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
教
え
る
。
ま
た
、
失
脚
中
の
「
正
義
」
の
前

田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
蔵
太
・
大
和
国
之
助
・
毛
利
登
人
を
、
藩
政
の
一
線
に
戻
す
た
め
の

「
周
旋
」
を
頼
む
。
さ
ら
に
、
「
杉
徳
補
（
孫
七
郎
）
留
守
政
府
第
一
等
人
。
山
田
宇
右
衛

門
好
人
物
、
其
の
上
時
勢
も
熟
察
つ
か
ま
つ
り
居
り
候
」
と
、
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
の
晋

作
が
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
は
山
田
だ
っ
た
。
そ
の
山
田
も
九
月
十
四
日
、
辞
表
を
提
出

し
、
萩
に
帰
っ
て
来
る
。

　

晋
作
は
②
で
も
山
田
を
「
当
時
勢
も
余
程
熟
覧
熟
味
、
老
錬
中
の
真
老
錬
」
と
高
く
評
価

し
、
早
々
に
山
口
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
末
尾
近
く
に
は
、
萩
か
ら
山
口
に
赴
く

田
上
宇
平
太
に
託
す
書
翰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
一
日
付
の
本
状
に
続
く
。
冒
頭
で
田
上
が
萩
に
帰
っ
て
来
た
と
述
べ

る
の
は
、
②
と
繋
が
る
。
晋
作
は
小
忠
太
の
健
在
を
喜
び
、
萩
の
家
族
や
親
戚
の
近
況
を
知

ら
せ
、
小
忠
太
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
気
遣
う
。
つ
づ
い
て
田
上
か
ら
得
た
、
山
口
情

報
に
つ
い
て
の
晋
作
の
意
見
を
伝
え
る
。
山
田
が
山
口
に
行
く
の
で
、
相
談
す
る
よ
う
繰
り

返
す
。
こ
の
頃
、
山
田
の
山
口
行
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
の
「
持
論
」
は
杉
梅
太
郎
が

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
彼
か
ら
聞
い
て
欲
し
い
と
も
言
う
。

　

中
村
助
四
郎
『
学
圃
杉
先
生
伝
』（
一
九
三
五
年
）
に
よ
れ
ば
杉
は
八
月
十
七
日
、
諸
郡

御
仕
組
方
を
任
ぜ
ら
れ
、
郡
奉
行
所
本
取
締
役
を
兼
ね
て
山
口
に
勤
務
し
た
。
上
司
の
郡
奉

行
は
、
山
田
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
頃
山
田
は
藩
政
府
の
仕
事
で
忙
殺
さ
れ
、
郡
方
は
杉
へ

委
任
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
河
村
一
郎
編
『
萩
藩
主
要
役
職
者
年
表
』（
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
郡
奉
行
の
任
期
は
元
治
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
で
あ

る
（
一
四
五
頁
）。

　
『
維
新
史
料
綱
要
・
五
』〈
一
九
三
七
年
〉
九
月
十
九
日
の
条
に
は
小
忠
太
が
毛
利
一
門

の
吉
川
経
幹
を
訪
ね
、「
直
目
付
前
田
孫
右
衛
門
等
ノ
罷
免
ハ
、
世
子
広
封
不
同
意
ナ
ル
ニ

依
リ
、
一
日
ヲ
緩
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
晋
作
の
①
で
の
指
示
ど

お
り
、「
正
義
」
の
勢
力
回
復
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

萩
を
離
れ
な
い
理
由

　

頑
な
に
萩
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
晋
作
は
本
状
で
も
、
書
斎
に
割
拠
す
る
決
意
と
述

べ
る
。
山
口
に
馳
せ
参
じ
、
小
忠
太
と
と
も
に
「
俗
論
」
と
戦
う
気
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
役

の
官
僚
が
一
方
的
に
辞
表
を
出
し
て
職
場
を
放
棄
し
、
萩
か
ら
せ
っ
せ
と
父
に
指
示
を
出
す

の
み
。
こ
の
あ
た
り
、「
英
雄
」
晋
作
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
ま
さ
に
奇
行
で
は
な
い

か
。

　

そ
の
理
由
を
近
年
三
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
晋
作
評
伝
に
聞
い
て
み
よ
う
。

梅
溪
『
高
杉
晋
作
』
は
「
下
関
和
議
成
立
後
間
も
な
く
、
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
辞
表

を
出
し
、
萩
に
退
き
屏
居
し
て
い
た
」（
二
一
一
頁
）、
海
原
徹
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
七

年
）
は
「
萩
の
自
宅
に
閑
居
し
て
い
た
」（
一
八
四
頁
）、
青
山
忠
正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵

隊
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
「
椋
梨
党
復
活
の
動
き
を
見
て
、『
こ
の
動
揺
に
て
皆
々
引
き
籠
も

り
何
と
も
不
分
明
に
相
成
り
候
。
改
め
て
御
役
御
断
り
申
し
出
候
心
得
』
で
、
十
一
日
に
は

勝
手
に
萩
の
実
家
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
一
日
付
、
十
五
日
付
、
小
忠
太
あ
て
書
簡
）」

（
一
六
八
頁
）
と
す
る
。
失
礼
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
表
面
上
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
回
天
史
・
六
』
に
は
、
晋
作
の
身
近
に
い
た
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
の
後
年
の
談
話
が
載

る
。
そ
れ
は
「
伊
藤
公
に
曰
く
、
彼
蓋
し
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
な
る
べ
し
と
。
井
上

侯
、
和
議
後
の
山
口
の
状
況
を
歎
息
せ
る
談
に
曰
く
、
和
議
結
了
後
、
高
杉
は
役
人
に
せ
ん

と
し
て
も
諾
せ
ず
。
萩
に
退
き
、
山
口
に
在
ら
ず
と
。
蓋
し
官
職
な
き
に
非
ず
。
辞
表
を
呈

し
て
家
居
せ
ざ
る
な
り
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
、
や
は
り
晋
作
の
真
意
に
は
触
れ

て
お
ら
ず
、
単
な
る
奇
行
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

晋
作
の
辞
職
願
い
を
藩
が
認
め
た
の
は
、
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
辞
職
の
理
由
を
晋
作

は
、「
病
身
に
付
き
」
と
し
て
い
た
（『
史
料
』
二
六
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
病
気
だ
っ
た
気

配
は
な
い
。

　

以
下
は
、
当
時
の
晋
作
の
心
情
を
推
測
し
た
、
私
の
覚
書
で
あ
る
。

　

萩
に
引
き
籠
も
っ
た
晋
作
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
月
五
日
に
長
男
梅
之

丞
（
の
ち
東
一
）
が
生
ま
れ
こ
と
だ
。
晋
作
に
と
り
、
初
め
て
の
子
供
で
あ
る
。
危
険
な
山

口
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
も
子
供
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
武
士
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
当
然
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
譜
代
の
臣
で
あ
る
高
杉
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
晋
作
は
、
家
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
使
命
感
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
多
く
の
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
小
忠
太
も
理
解
し
て
い

た
か
ら
、
あ
え
て
晋
作
を
山
口
に
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、「
正
義
」
の
重
鎮
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
晋
作
に
も
危
機
が
迫
る
や
十
月
二
十
四

日
夜
、
萩
を
脱
し
、
山
口
、
徳
地
、
下
関
な
ど
を
経
、
九
州
に
亡
命
す
る
。
そ
の
時
、
晋
作

は
息
子
の
名
に
似
せ
た
の
か
「
谷
梅
之
進
」
と
変
名
し
た
。
長
州
征
討
は
「
俗
論
」
政
権
が

恭
順
謝
罪
し
て
不
戦
解
兵
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
晋
作
は
帰
国
し
、
「
俗
論
」

打
倒
を
訴
え
て
下
関
で
挙
兵
す
る
。
内
戦
を
起
こ
し
、
藩
の
主
導
権
を
奪
い
返
し
、
藩
是
を

武
備
恭
順
に
転
じ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
前
会
議
の
謎

　

こ
の
時
期
の
山
口
が
、
武
備
恭
順
路
線
の
晋
作
ら
に
と
り
ど
れ
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
か
は
、

　

晋
作
書
翰
を
集
め
た
文
献
に
東
行
先
生
五
十
念
祭
記
念
会
編
『
東
行
先
生
遺
文
』（
一
九

一
六
年
。
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）、
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
・
上
』（
一
九
七
四

年
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）、
一
坂
太
郎
編
『
高
杉
晋
作
史
料
・
一
』（
二
〇
〇
二
年
。

以
下
『
史
料
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
小
忠
太
宛
（
両
親
宛
含
む
）
の
晋
作
書
翰
は
『
遺
文
』

に
十
五
通
、『
全
集
』
に
十
七
通
、『
史
料
』
に
二
十
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
状
は

い
ず
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

父
宛
書
翰
は
大
抵
高
杉
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
か
ら
形
見
と
し
て
割
譲

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
例
え
ば
『
史
料
』
二
四
〇
（
史
料
番
号
。
以
下
同
）
は
東

行
庵
主
谷
梅
処
に
、
現
在
太
宰
府
天
満
宮
蔵
の
二
三
四
・
二
七
二
・
四
三
六
は
伊
木
寿
一
（
晋

作
の
孫
暢
子
の
夫
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
『
遺
文
』
未
収
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
二
一
六

や
熱
田
神
宮
蔵
二
七
三
、
そ
し
て
本
状
も
『
遺
文
』
編
纂
以
前
に
高
杉
家
か
ら
流
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
高
杉
家
に
伝
わ
っ
た
分
も
『
遺
文
』
刊
行
後
に
大
半
は
市
場
へ
流
出
し
た
か

ら
、
現
在
確
認
出
来
る
原
翰
は
限
ら
れ
て
い
る
。

萩
に
帰
っ
た
晋
作

　

次
に
本
状
を
書
い
た
頃
の
晋
作
と
、
そ
の
周
辺
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

　

元
治
元
年
八
月
六
日
、
晋
作
は
政
務
役
に
加
え
ら
れ
、
四
国
連
合
艦
隊
と
の
止
戦
講
和
を

担
当
し
た
。
だ
が
、
朝
廷
は
こ
の
頃
、
七
月
十
九
日
の
「
禁
門
の
変
」
で
御
所
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
長
州
藩
の
追
討
を
幕
府
に
命
じ
、
幕
府
は
西
国
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
る
。
朝
敵
の

烙
印
を
押
さ
れ
た
長
州
藩
で
は
今
後
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
武
備
恭
順
の
「
正
義
」
と
恭
順
謝

罪
の
「
俗
論
」
が
対
立
し
た
。

　
「
正
義
」
に
連
な
る
晋
作
は
講
和
の
任
を
終
え
る
と
、
辞
表
を
提
出
し
て
萩
に
退
く
。
そ

れ
で
も
藩
は
八
月
二
十
九
日
、
政
務
役
の
晋
作
に
石
州
境
軍
務
管
轄
を
兼
務
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
晋
作
は
九
月
二
日
夜
に
は
山
口
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
（『
史
料
』
二
六
九
）、
結
局
石

州
口
に
は
赴
か
ず
、
九
月
十
一
日
ま
で
に
は
萩
に
帰
っ
て
し
ま
う
。

九
月
二
十
五
日
夜
、
山
口
政
事
堂
か
ら
帰
宅
途
中
の
井
上
聞
多
（
馨
）
が
「
俗
論
」
の
刺
客

に
襲
わ
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
晋
作
も
山
口
に
居
た
ら
、

御
前
会
議
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
の
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
こ
と

が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
。『
奇
兵
隊
日
記
』（
鴻
城
日
記
）
同
日
条
に
「
朝
、
御

前
会
議
、
諸
大
夫
を
始
、
参
政
不
残
集
会
之
事
。
君
上
宜
ク
人
心
一
致
、
武
備
充
実
、
諸
有

司
大
酒
ヲ
禁
ゼ
ヨ
ト
ノ
由
」（『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
上
』〈
一
九
九
四
年
〉
四
四
四
頁
）
と

あ
る
か
ら
、
開
か
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
藩
是
を
決
め
る
重
要
会
議
で
、『
回
天
史
・
六
』
に
は
「
公
、
当
役
・
政
務
員
を

召
し
、
大
に
国
事
を
議
す
。
此
時
に
方
り
政
府
の
議
、
次
第
に
恭
順
の
一
面
に
傾
き
、
藩
政

の
施
設
亦
事
々
旧
形
に
退
却
せ
ん
と
す
る
の
観
あ
り
」（
一
九
九
頁
以
下
）
と
あ
る
も
の
の
、

出
席
者
名
簿
も
議
事
録
も
載
っ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
研
究
書
や
評
伝
の
類
も
、
小

郡
宰
判
代
官
と
政
務
役
を
兼
ね
て
い
た
井
上
聞
多
が
残
し
た
回
顧
談
を
無
批
判
に
利
用
し
て

い
る
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
。

　

井
上
か
ら
取
材
し
て
著
さ
れ
た
中
原
邦
平
『
井
上
伯
伝
・
三
』（
一
九
〇
七
年
）
の
「
第

十
七　

武
備
恭
順
の
主
張
」（
二
六
丁
以
下
）
に
は
、
会
議
に
至
っ
た
経
緯
と
当
日
の
様
子

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、「
俗
論
」
の
勢
力
拡
大
を
、
実
は
不
本
意
と
考
え
る

藩
主
父
子
の
意
向
を
ひ
そ
か
に
受
け
た
井
上
が
企
画
し
た
会
議
だ
と
し
、
武
備
恭
順
に
藩
是

を
傾
か
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
武
力
に
よ
る
「
俗
論
」
の
掃
討
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

当
日
、
井
上
は
熱
弁
を
奮
っ
て
「
俗
論
」
を
論
破
し
て
ゆ
く
。『
井
上
伯
伝
・
三
』
を
読

む
限
り
で
は
面
白
い
く
ら
い
、
井
上
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
藩
主
は「
今

朝
以
来
聞
多
の
主
張
す
る
所
を
聞
く
に
、
誠
に
其
の
理
あ
り
、
今
日
既
往
の
事
を
繰
り
返
し

て
種
々
論
争
す
る
も
亦
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
故
に
予
は
即
時
武
備
恭
順
の
国
是
に
一
定
す
べ

し
。
一
同
此
の
旨
心
得
よ
」
と
、
決
議
す
る
（
四
四
丁
）。
こ
れ
は
「
俗
論
」
に
と
り
、「
死

活
の
大
問
題
」
だ
っ
た
（
四
六
丁
）。
だ
か
ら
逆
恨
み
を
買
い
、
井
上
は
襲
わ
れ
た
の
だ
と

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
井
上
伯
伝
・
三
』
に
は
、
刺
客
の
ひ
と
り
児
玉
愛
次
郎
（
維
新
後
は
貴
族
院

議
員
な
ど
）
の
回
顧
談
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
七
丁
以
下
）。
児
玉
は
御
前
会
議
で
藩
主

が
「
聞
多
は
を
か
し
い
こ
と
を
言
ふ
」
と
言
っ
た
と
、
仲
間
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
語
る
。
藩

主
は
、
井
上
の
説
に
賛
同
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
襲
っ
た
の
だ
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
井
上
の
話
と
は
、
ま
逆
で
あ
る
。

　

聴
取
者
で
あ
る
公
爵
毛
利
家
編
輯
所
員
の
中
原
邦
平
は
、
「
井
上
伯
も
ア
ノ
時
分
は
政
府

員
等
に
向
つ
て
、
頻
り
に
や
か
ま
し
く
言
ふ
て
居
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
政
府
と
方
針
を
異
に

し
た
人
と
考
へ
違
へ
た
も
の
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」
と
、
児
玉
ら
の
誤
解
に
し
て
取

り
繕
っ
て
し
ま
う
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
突
っ
込
ん
で
問
い
正
そ
う
と
い
う
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

肝
心
な
部
分
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
幕
末
長
州
藩
の
政
治
史
研
究
を
困
難
に

す
る
。「
俗
論
」
の
主
張
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
次
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

勝
者
と
な
っ
た
「
正
義
」
の
言
い
分
の
み
が
、
「
歴
史
」
と
し
て
罷
り
通
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
見
る
た
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ち
さ
か　

た
ろ
う　

萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
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あ
る
高
杉
晋
作
書
翰
に
か
ん
す
る
覚
書

奇
行
の
連
続

　

高
杉
晋
作
春
風
（
一
八
三
九
〜
六
七
）
の
二
十
八
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
は
、
理
解
し

難
い
奇
行
の
連
続
で
あ
る
。
周
囲
の
者
は
結
構
振
り
回
さ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
没
後
は
そ
れ
が

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
と
し
て
語
ら
れ
も
し
た
。
晋
作
の
伝
記
を
調
べ
て
い
る
と
、
行
動
の

真
意
が
読
み
取
り
難
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
京
都
で
十
年
の
暇
を
請
い
、
剃
髪
し
て
「
東
行
」
と
号
し
て
帰
国
し
た
真
意
な
ど
、
私

を
含
め
、
い
ま
だ
す
っ
き
り
と
読
み
解
い
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

私
の
蔵
書
中
に
あ
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
二
十
一
日
、
父
小
忠
太
宛
て
の
晋
作

書
翰
（
以
下
原
則
と
し
て
本
状
と
す
）
も
、
ど
う
も
そ
の
真
意
が
見
え
に
く
い
。
ま
ず
は
、

本
状
の
翻
刻
か
ら
始
め
て
み
よ
う
（
／
は
原
翰
の
改
行
位
置
）。

田
上
伯
父（
１
）

　
　

昨
夜
御
帰
萩
／
今
朝
罷
越
御
地
之
御
様
子
／
奉
承
知
大
安
心
仕
候
不
相
変
／
御

盛
ニ
御
所
勤
被
成
候
之
由
／
大
慶
至
極
ニ
奉
存
候
危
急
之
／
砌
為
邦
御
尽
力
千
萬
／
所
祈
ニ

御
坐
候
御
留
守
之
儀
ハ
／
乍
不
及
私
儀
罷
居
候
間
御
懸
念
／
被
下
間
敷
様
奉
存
候
爰
元
ハ
／

御
母
様
を
始
皆
々
相
揃
無
事
／
罷
暮
候
間
御
安
意
可
被
遣
候
二
三
日
／
前
よ
り
大
西
外
祖

父（
２
）

　
　

少
々
／
（  ）
風
邪
御
煩
被
成
□
□
御
気
／
遣
申
上
候
様
之
事
□
御
坐
候
其
外
ハ
／
諸
道
親

類
皆
々
無
異
ニ
／
御
坐
候
承
候
處
御
地
も
今
以
／
沸
騰
之
餘
波
静
り
兼
／
候
之
由
嘸
々
御
苦

慮
可
被
為
在
ト
／
奉
遥
察
候
山
田
宇
右
衛
門（
３
）

　
　

も
先
日
／
出
浮
仕
候
由
何
卒
此
え
御
相
／
談

有
度
奉
祈
候
宇
右
衛
門
之
持
／
論
ハ
杉
梅（
４
）

　
　

委
細
承
知
ニ
て
／
彼
ニ
御
尋
被
下
候
様
奉
頼
候

私
事
も
／
當
分
ハ
書
齋
え
割
拠
ト
／
決
意
仕
候
先
日
之
御
断
出
速
／
ニ
相
運
候
様
奉
頼
候
宇

右
衛
門
え
も
／
別
紙
右
段
申
遣
候
事
ニ
御
坐
候
／
尊
大
人
様
も
宇
右
衛
門
え
／
申
遣
置
候
間

何
卒
宇
右
衛
門
／
と
御
相
談
被
成
候
様
奉
存
候
出
過
／
き
之
事
ニ
ハ
候
得
共
私
情
不
得
已
候

／
之
事
被
仰
越
承
知
仕
候
中
間
／
不
用
御
坐
候
故
彼
者
ニ
持
せ
／
送
候
間
御
遣
可
被
成
候
随

分
／
人
柄
も
宜
敷
者
ニ
御
坐
候
先
ハ
／
右
為
申
上
匆
々
如
此
御
坐
候
余
ハ
／
譲
後
鴻
候
恐
惶

謹
言

　
　
　

九
月
廿
一
日　

燈
下
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助（
５
）

　
　

拝

　
　
　
　

小
忠
太
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

尚
々
時
候
御
厭
申
も
疎
／
之
儀
ニ
て
存
候
拝
白

　
　
　
　

緘

　
　

小
忠
太
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助
拝

     　

 

御
直
披

（
１
）
田
上
宇
平
太
（
一
八
一
七
〜
六
九
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
任
準
。
蘭
学
者
。
高
杉
小
左

衛
門
春
明
の
末
子
だ
が
、
田
上
平
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
系
図
上
は
又
兵
衛
春
豊
の
三
男
だ
か
ら
、

小
忠
太
の
弟
、
晋
作
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
２
）
大
西
将
曹
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
隆
玹
、
別
称
は
要
人
。
晋

作
の
母
ミ
チ
の
父
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
奥
番
頭
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
記
録
所
役

な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
３
）
山
田
宇
右
衛
門
（
一
八
一
三
〜
六
七
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
頼
毅
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
二
月
、
参
政
に
選
ば
れ
、
同
年
八
月
に
学
習
院
用
掛
、
翌
三
年
三
月
に
政
務
座
に
列
せ
ら
れ

て
遠
近
方
兼
用
談
役
を
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
４
）
杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）。
長
州
藩
。
無
給
通
士
。
諱
は
修
道
。
の
ち
民
治
と
名

乗
る
。
吉
田
松
陰
の
実
兄
。
晋
作
と
の
交
流
が
あ
つ
か
っ
た
。

（
５
）
晋
作
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
後
半
、
藩
主
か
ら
東
一
の
名
を
拝
領
し
た
が
、
元

治
元
年
三
月
、
野
山
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
際
、
没
収
さ
れ
た
。
以
後
は
和
助
（
介
）
と
称
す
。
和
助
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二
十
九
日
、
藩
命
で
谷
潜
蔵
と
改
名
す
る
ま
で
使
用
し
た
。
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
晋
作
で
通
す
。

　

藩
主
父
子
は
藩
政
府
が
置
か
れ
た
山
口
に
在
っ
た
か
ら
、
萩
は
「
留
守
政
府
」
と
呼
ば
れ

た
。
九
月
一
日
、
藩
主
は
追
討
軍
に
誠
意
恭
順
を
尽
く
し
、
条
理
明
白
弁
解
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
で
も
攻
め
て
来
る
な
ら
抗
戦
も
辞
さ
ぬ
と
の
親
諭
を
下
す
。
翌
二
日
、
こ
の
方
針
に
対
し

て
意
見
が
あ
る
者
は
、
書
面
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
「
俗
論
派
の
壮
士
」

が
続
々
と
山
口
に
押
し
か
け
、
藩
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。
す
で
に
八
月
二
十
日
に
は
毛
利

出
雲
が
加
判
役
に
列
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
岡
本
吉
之
進
が
大
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
「
俗
論
」
が
要
職
を
占
め
始
め
て
い
た
。「
正
義
」
の
政
府
員
は
意
を
決
し
、
次
々
と

辞
表
を
出
す
（
末
松
謙
澄
『
修
訂 
防
長
回
天
史
・
六
』〈
以
下
『
回
天
史
・
六
』
と
略
す
〉

一
九
二
一
年
、
一
七
六
頁
以
下
）。

　

小
忠
太
は
九
月
十
日
、
手
廻
組
に
加
え
ら
れ
、
奥
番
頭
、
直
目
附
役
を
命
じ
ら
れ
（
毛
利

家
文
庫
『
高
杉
小
忠
太
之
履
歴
材
料
』）、
山
口
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
父
に
晋
作
は
、

二
週
間
程
の
間
に
本
状
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
通
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
他
の
三
通

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
九
月
十
一
日
（『
史
料
』
二
七
〇
）

　

②
九
月
十
五
日
（『
史
料
』
二
七
一
）

　

③
九
月
二
十
四
日
（『
史
料
』
二
七
三
）

　

こ
れ
ら
を
解
説
す
る
前
に
、
拙
著
の
誤
り
を
正
し
て
お
き
た
い
。
私
は
『
史
料
』
の
中
か

ら
書
簡
百
通
を
選
び
、
解
説
な
ど
を
加
え
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
『
高
杉
晋
作
の
手
紙
』

（
二
〇
一
一
年
。
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
を
編
ん
だ
。
『
手
紙
』
で
は
①
（『
手
紙
』
四

四
）、
②
（『
手
紙
』
四
五
）
を
晋
作
が
「
山
口
」、
小
忠
太
が
「
萩
」
に
在
っ
た
と
解
説
し

た
が
、
い
ず
れ
も
逆
で
あ
る
。『
全
集
』
や
梅
溪
昇
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

も
、
①
に
関
し
て
は
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
十
八
日
」（『
史
料
』
二
七
二
・『
手
紙
』
四
六
）
と
あ
る
小
忠
太
宛
は
九
月
で

も
十
月
で
も
な
く
、
下
関
で
の
戦
後
処
理
を
終
え
た
直
後
の
八
月
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

父
へ
の
手
紙

　

こ
の
間
、
晋
作
は
小
忠
太
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

①
の
最
初
の
方
で
、
小
忠
太
が
山
口
に
勤
め
る
と
聞
き
、
山
口
の
「
形
勢
」
を
知
ら
せ
よ

う
と
、
急
ぎ
萩
に
帰
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
忠
太
は
す
で
に
萩
か
ら
山
口
に
向
か
っ
て

お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
残
念
が
る
。

　

晋
作
は
小
忠
太
に
「
君
側
之
士
」
が
色
々
と
「
密
告
」
し
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
信

用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
忠
告
す
る
。
井
原
主
水
は
「
色
々
不
評
談
」
も
あ
る
の
で
用
心

が
必
要
、
林
主
税
・
上
山
某
な
ど
は
「
誠
直
之
士
」
だ
が
、「
時
勢
に
は
不
案
内
」
な
の
で
、

交
際
し
て
も
心
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
教
え
る
。
ま
た
、
失
脚
中
の
「
正
義
」
の
前

田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
蔵
太
・
大
和
国
之
助
・
毛
利
登
人
を
、
藩
政
の
一
線
に
戻
す
た
め
の

「
周
旋
」
を
頼
む
。
さ
ら
に
、
「
杉
徳
補
（
孫
七
郎
）
留
守
政
府
第
一
等
人
。
山
田
宇
右
衛

門
好
人
物
、
其
の
上
時
勢
も
熟
察
つ
か
ま
つ
り
居
り
候
」
と
、
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
の
晋

作
が
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
は
山
田
だ
っ
た
。
そ
の
山
田
も
九
月
十
四
日
、
辞
表
を
提
出

し
、
萩
に
帰
っ
て
来
る
。

　

晋
作
は
②
で
も
山
田
を
「
当
時
勢
も
余
程
熟
覧
熟
味
、
老
錬
中
の
真
老
錬
」
と
高
く
評
価

し
、
早
々
に
山
口
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
末
尾
近
く
に
は
、
萩
か
ら
山
口
に
赴
く

田
上
宇
平
太
に
託
す
書
翰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
一
日
付
の
本
状
に
続
く
。
冒
頭
で
田
上
が
萩
に
帰
っ
て
来
た
と
述
べ

る
の
は
、
②
と
繋
が
る
。
晋
作
は
小
忠
太
の
健
在
を
喜
び
、
萩
の
家
族
や
親
戚
の
近
況
を
知

ら
せ
、
小
忠
太
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
気
遣
う
。
つ
づ
い
て
田
上
か
ら
得
た
、
山
口
情

報
に
つ
い
て
の
晋
作
の
意
見
を
伝
え
る
。
山
田
が
山
口
に
行
く
の
で
、
相
談
す
る
よ
う
繰
り

返
す
。
こ
の
頃
、
山
田
の
山
口
行
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
の
「
持
論
」
は
杉
梅
太
郎
が

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
彼
か
ら
聞
い
て
欲
し
い
と
も
言
う
。

　

中
村
助
四
郎
『
学
圃
杉
先
生
伝
』（
一
九
三
五
年
）
に
よ
れ
ば
杉
は
八
月
十
七
日
、
諸
郡

御
仕
組
方
を
任
ぜ
ら
れ
、
郡
奉
行
所
本
取
締
役
を
兼
ね
て
山
口
に
勤
務
し
た
。
上
司
の
郡
奉

行
は
、
山
田
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
頃
山
田
は
藩
政
府
の
仕
事
で
忙
殺
さ
れ
、
郡
方
は
杉
へ

委
任
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
河
村
一
郎
編
『
萩
藩
主
要
役
職
者
年
表
』（
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
郡
奉
行
の
任
期
は
元
治
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
で
あ

る
（
一
四
五
頁
）。

　
『
維
新
史
料
綱
要
・
五
』〈
一
九
三
七
年
〉
九
月
十
九
日
の
条
に
は
小
忠
太
が
毛
利
一
門

の
吉
川
経
幹
を
訪
ね
、「
直
目
付
前
田
孫
右
衛
門
等
ノ
罷
免
ハ
、
世
子
広
封
不
同
意
ナ
ル
ニ

依
リ
、
一
日
ヲ
緩
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
晋
作
の
①
で
の
指
示
ど

お
り
、「
正
義
」
の
勢
力
回
復
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

萩
を
離
れ
な
い
理
由

　

頑
な
に
萩
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
晋
作
は
本
状
で
も
、
書
斎
に
割
拠
す
る
決
意
と
述

べ
る
。
山
口
に
馳
せ
参
じ
、
小
忠
太
と
と
も
に
「
俗
論
」
と
戦
う
気
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
役

の
官
僚
が
一
方
的
に
辞
表
を
出
し
て
職
場
を
放
棄
し
、
萩
か
ら
せ
っ
せ
と
父
に
指
示
を
出
す

の
み
。
こ
の
あ
た
り
、「
英
雄
」
晋
作
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
ま
さ
に
奇
行
で
は
な
い

か
。

　

そ
の
理
由
を
近
年
三
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
晋
作
評
伝
に
聞
い
て
み
よ
う
。

梅
溪
『
高
杉
晋
作
』
は
「
下
関
和
議
成
立
後
間
も
な
く
、
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
辞
表

を
出
し
、
萩
に
退
き
屏
居
し
て
い
た
」（
二
一
一
頁
）、
海
原
徹
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
七

年
）
は
「
萩
の
自
宅
に
閑
居
し
て
い
た
」（
一
八
四
頁
）、
青
山
忠
正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵

隊
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
「
椋
梨
党
復
活
の
動
き
を
見
て
、『
こ
の
動
揺
に
て
皆
々
引
き
籠
も

り
何
と
も
不
分
明
に
相
成
り
候
。
改
め
て
御
役
御
断
り
申
し
出
候
心
得
』
で
、
十
一
日
に
は

勝
手
に
萩
の
実
家
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
一
日
付
、
十
五
日
付
、
小
忠
太
あ
て
書
簡
）」

（
一
六
八
頁
）
と
す
る
。
失
礼
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
表
面
上
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
回
天
史
・
六
』
に
は
、
晋
作
の
身
近
に
い
た
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
の
後
年
の
談
話
が
載

る
。
そ
れ
は
「
伊
藤
公
に
曰
く
、
彼
蓋
し
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
な
る
べ
し
と
。
井
上

侯
、
和
議
後
の
山
口
の
状
況
を
歎
息
せ
る
談
に
曰
く
、
和
議
結
了
後
、
高
杉
は
役
人
に
せ
ん

と
し
て
も
諾
せ
ず
。
萩
に
退
き
、
山
口
に
在
ら
ず
と
。
蓋
し
官
職
な
き
に
非
ず
。
辞
表
を
呈

し
て
家
居
せ
ざ
る
な
り
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
、
や
は
り
晋
作
の
真
意
に
は
触
れ

て
お
ら
ず
、
単
な
る
奇
行
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

晋
作
の
辞
職
願
い
を
藩
が
認
め
た
の
は
、
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
辞
職
の
理
由
を
晋
作

は
、「
病
身
に
付
き
」
と
し
て
い
た
（『
史
料
』
二
六
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
病
気
だ
っ
た
気

配
は
な
い
。

　

以
下
は
、
当
時
の
晋
作
の
心
情
を
推
測
し
た
、
私
の
覚
書
で
あ
る
。

　

萩
に
引
き
籠
も
っ
た
晋
作
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
月
五
日
に
長
男
梅
之

丞
（
の
ち
東
一
）
が
生
ま
れ
こ
と
だ
。
晋
作
に
と
り
、
初
め
て
の
子
供
で
あ
る
。
危
険
な
山

口
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
も
子
供
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
武
士
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
当
然
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
譜
代
の
臣
で
あ
る
高
杉
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
晋
作
は
、
家
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
使
命
感
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
多
く
の
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
小
忠
太
も
理
解
し
て
い

た
か
ら
、
あ
え
て
晋
作
を
山
口
に
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、「
正
義
」
の
重
鎮
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
晋
作
に
も
危
機
が
迫
る
や
十
月
二
十
四

日
夜
、
萩
を
脱
し
、
山
口
、
徳
地
、
下
関
な
ど
を
経
、
九
州
に
亡
命
す
る
。
そ
の
時
、
晋
作

は
息
子
の
名
に
似
せ
た
の
か
「
谷
梅
之
進
」
と
変
名
し
た
。
長
州
征
討
は
「
俗
論
」
政
権
が

恭
順
謝
罪
し
て
不
戦
解
兵
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
晋
作
は
帰
国
し
、
「
俗
論
」

打
倒
を
訴
え
て
下
関
で
挙
兵
す
る
。
内
戦
を
起
こ
し
、
藩
の
主
導
権
を
奪
い
返
し
、
藩
是
を

武
備
恭
順
に
転
じ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
前
会
議
の
謎

　

こ
の
時
期
の
山
口
が
、
武
備
恭
順
路
線
の
晋
作
ら
に
と
り
ど
れ
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
か
は
、

　

晋
作
書
翰
を
集
め
た
文
献
に
東
行
先
生
五
十
念
祭
記
念
会
編
『
東
行
先
生
遺
文
』（
一
九

一
六
年
。
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）、
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
・
上
』（
一
九
七
四

年
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）、
一
坂
太
郎
編
『
高
杉
晋
作
史
料
・
一
』（
二
〇
〇
二
年
。

以
下
『
史
料
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
小
忠
太
宛
（
両
親
宛
含
む
）
の
晋
作
書
翰
は
『
遺
文
』

に
十
五
通
、『
全
集
』
に
十
七
通
、『
史
料
』
に
二
十
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
状
は

い
ず
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

父
宛
書
翰
は
大
抵
高
杉
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
か
ら
形
見
と
し
て
割
譲

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
例
え
ば
『
史
料
』
二
四
〇
（
史
料
番
号
。
以
下
同
）
は
東

行
庵
主
谷
梅
処
に
、
現
在
太
宰
府
天
満
宮
蔵
の
二
三
四
・
二
七
二
・
四
三
六
は
伊
木
寿
一
（
晋

作
の
孫
暢
子
の
夫
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
『
遺
文
』
未
収
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
二
一
六

や
熱
田
神
宮
蔵
二
七
三
、
そ
し
て
本
状
も
『
遺
文
』
編
纂
以
前
に
高
杉
家
か
ら
流
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
高
杉
家
に
伝
わ
っ
た
分
も
『
遺
文
』
刊
行
後
に
大
半
は
市
場
へ
流
出
し
た
か

ら
、
現
在
確
認
出
来
る
原
翰
は
限
ら
れ
て
い
る
。

萩
に
帰
っ
た
晋
作

　

次
に
本
状
を
書
い
た
頃
の
晋
作
と
、
そ
の
周
辺
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

　

元
治
元
年
八
月
六
日
、
晋
作
は
政
務
役
に
加
え
ら
れ
、
四
国
連
合
艦
隊
と
の
止
戦
講
和
を

担
当
し
た
。
だ
が
、
朝
廷
は
こ
の
頃
、
七
月
十
九
日
の
「
禁
門
の
変
」
で
御
所
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
長
州
藩
の
追
討
を
幕
府
に
命
じ
、
幕
府
は
西
国
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
る
。
朝
敵
の

烙
印
を
押
さ
れ
た
長
州
藩
で
は
今
後
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
武
備
恭
順
の
「
正
義
」
と
恭
順
謝

罪
の
「
俗
論
」
が
対
立
し
た
。

　
「
正
義
」
に
連
な
る
晋
作
は
講
和
の
任
を
終
え
る
と
、
辞
表
を
提
出
し
て
萩
に
退
く
。
そ

れ
で
も
藩
は
八
月
二
十
九
日
、
政
務
役
の
晋
作
に
石
州
境
軍
務
管
轄
を
兼
務
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
晋
作
は
九
月
二
日
夜
に
は
山
口
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
（『
史
料
』
二
六
九
）、
結
局
石

州
口
に
は
赴
か
ず
、
九
月
十
一
日
ま
で
に
は
萩
に
帰
っ
て
し
ま
う
。

九
月
二
十
五
日
夜
、
山
口
政
事
堂
か
ら
帰
宅
途
中
の
井
上
聞
多
（
馨
）
が
「
俗
論
」
の
刺
客

に
襲
わ
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
晋
作
も
山
口
に
居
た
ら
、

御
前
会
議
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
の
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
こ
と

が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
。『
奇
兵
隊
日
記
』（
鴻
城
日
記
）
同
日
条
に
「
朝
、
御

前
会
議
、
諸
大
夫
を
始
、
参
政
不
残
集
会
之
事
。
君
上
宜
ク
人
心
一
致
、
武
備
充
実
、
諸
有

司
大
酒
ヲ
禁
ゼ
ヨ
ト
ノ
由
」（『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
上
』〈
一
九
九
四
年
〉
四
四
四
頁
）
と

あ
る
か
ら
、
開
か
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
藩
是
を
決
め
る
重
要
会
議
で
、『
回
天
史
・
六
』
に
は
「
公
、
当
役
・
政
務
員
を

召
し
、
大
に
国
事
を
議
す
。
此
時
に
方
り
政
府
の
議
、
次
第
に
恭
順
の
一
面
に
傾
き
、
藩
政

の
施
設
亦
事
々
旧
形
に
退
却
せ
ん
と
す
る
の
観
あ
り
」（
一
九
九
頁
以
下
）
と
あ
る
も
の
の
、

出
席
者
名
簿
も
議
事
録
も
載
っ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
研
究
書
や
評
伝
の
類
も
、
小

郡
宰
判
代
官
と
政
務
役
を
兼
ね
て
い
た
井
上
聞
多
が
残
し
た
回
顧
談
を
無
批
判
に
利
用
し
て

い
る
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
。

　

井
上
か
ら
取
材
し
て
著
さ
れ
た
中
原
邦
平
『
井
上
伯
伝
・
三
』（
一
九
〇
七
年
）
の
「
第

十
七　

武
備
恭
順
の
主
張
」（
二
六
丁
以
下
）
に
は
、
会
議
に
至
っ
た
経
緯
と
当
日
の
様
子

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、「
俗
論
」
の
勢
力
拡
大
を
、
実
は
不
本
意
と
考
え
る

藩
主
父
子
の
意
向
を
ひ
そ
か
に
受
け
た
井
上
が
企
画
し
た
会
議
だ
と
し
、
武
備
恭
順
に
藩
是

を
傾
か
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
武
力
に
よ
る
「
俗
論
」
の
掃
討
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

当
日
、
井
上
は
熱
弁
を
奮
っ
て
「
俗
論
」
を
論
破
し
て
ゆ
く
。『
井
上
伯
伝
・
三
』
を
読

む
限
り
で
は
面
白
い
く
ら
い
、
井
上
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
藩
主
は「
今

朝
以
来
聞
多
の
主
張
す
る
所
を
聞
く
に
、
誠
に
其
の
理
あ
り
、
今
日
既
往
の
事
を
繰
り
返
し

て
種
々
論
争
す
る
も
亦
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
故
に
予
は
即
時
武
備
恭
順
の
国
是
に
一
定
す
べ

し
。
一
同
此
の
旨
心
得
よ
」
と
、
決
議
す
る
（
四
四
丁
）。
こ
れ
は
「
俗
論
」
に
と
り
、「
死

活
の
大
問
題
」
だ
っ
た
（
四
六
丁
）。
だ
か
ら
逆
恨
み
を
買
い
、
井
上
は
襲
わ
れ
た
の
だ
と

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
井
上
伯
伝
・
三
』
に
は
、
刺
客
の
ひ
と
り
児
玉
愛
次
郎
（
維
新
後
は
貴
族
院

議
員
な
ど
）
の
回
顧
談
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
七
丁
以
下
）。
児
玉
は
御
前
会
議
で
藩
主

が
「
聞
多
は
を
か
し
い
こ
と
を
言
ふ
」
と
言
っ
た
と
、
仲
間
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
語
る
。
藩

主
は
、
井
上
の
説
に
賛
同
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
襲
っ
た
の
だ
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
井
上
の
話
と
は
、
ま
逆
で
あ
る
。

　

聴
取
者
で
あ
る
公
爵
毛
利
家
編
輯
所
員
の
中
原
邦
平
は
、
「
井
上
伯
も
ア
ノ
時
分
は
政
府

員
等
に
向
つ
て
、
頻
り
に
や
か
ま
し
く
言
ふ
て
居
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
政
府
と
方
針
を
異
に

し
た
人
と
考
へ
違
へ
た
も
の
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」
と
、
児
玉
ら
の
誤
解
に
し
て
取

り
繕
っ
て
し
ま
う
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
突
っ
込
ん
で
問
い
正
そ
う
と
い
う
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

肝
心
な
部
分
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
幕
末
長
州
藩
の
政
治
史
研
究
を
困
難
に

す
る
。「
俗
論
」
の
主
張
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
次
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

勝
者
と
な
っ
た
「
正
義
」
の
言
い
分
の
み
が
、
「
歴
史
」
と
し
て
罷
り
通
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
見
る
た
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ち
さ
か　

た
ろ
う　

萩
博
物
館
特
別
学
芸
員



あ
る
高
杉
晋
作
書
翰
に
か
ん
す
る
覚
書

奇
行
の
連
続

　

高
杉
晋
作
春
風
（
一
八
三
九
〜
六
七
）
の
二
十
八
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
は
、
理
解
し

難
い
奇
行
の
連
続
で
あ
る
。
周
囲
の
者
は
結
構
振
り
回
さ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
没
後
は
そ
れ
が

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
と
し
て
語
ら
れ
も
し
た
。
晋
作
の
伝
記
を
調
べ
て
い
る
と
、
行
動
の

真
意
が
読
み
取
り
難
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
京
都
で
十
年
の
暇
を
請
い
、
剃
髪
し
て
「
東
行
」
と
号
し
て
帰
国
し
た
真
意
な
ど
、
私

を
含
め
、
い
ま
だ
す
っ
き
り
と
読
み
解
い
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

私
の
蔵
書
中
に
あ
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
二
十
一
日
、
父
小
忠
太
宛
て
の
晋
作

書
翰
（
以
下
原
則
と
し
て
本
状
と
す
）
も
、
ど
う
も
そ
の
真
意
が
見
え
に
く
い
。
ま
ず
は
、

本
状
の
翻
刻
か
ら
始
め
て
み
よ
う
（
／
は
原
翰
の
改
行
位
置
）。

田
上
伯
父（
１
）

　
　

昨
夜
御
帰
萩
／
今
朝
罷
越
御
地
之
御
様
子
／
奉
承
知
大
安
心
仕
候
不
相
変
／
御

盛
ニ
御
所
勤
被
成
候
之
由
／
大
慶
至
極
ニ
奉
存
候
危
急
之
／
砌
為
邦
御
尽
力
千
萬
／
所
祈
ニ

御
坐
候
御
留
守
之
儀
ハ
／
乍
不
及
私
儀
罷
居
候
間
御
懸
念
／
被
下
間
敷
様
奉
存
候
爰
元
ハ
／

御
母
様
を
始
皆
々
相
揃
無
事
／
罷
暮
候
間
御
安
意
可
被
遣
候
二
三
日
／
前
よ
り
大
西
外
祖

父（
２
）

　
　

少
々
／
（  ）
風
邪
御
煩
被
成
□
□
御
気
／
遣
申
上
候
様
之
事
□
御
坐
候
其
外
ハ
／
諸
道
親

類
皆
々
無
異
ニ
／
御
坐
候
承
候
處
御
地
も
今
以
／
沸
騰
之
餘
波
静
り
兼
／
候
之
由
嘸
々
御
苦

慮
可
被
為
在
ト
／
奉
遥
察
候
山
田
宇
右
衛
門（
３
）

　
　

も
先
日
／
出
浮
仕
候
由
何
卒
此
え
御
相
／
談

有
度
奉
祈
候
宇
右
衛
門
之
持
／
論
ハ
杉
梅（
４
）

　
　

委
細
承
知
ニ
て
／
彼
ニ
御
尋
被
下
候
様
奉
頼
候

私
事
も
／
當
分
ハ
書
齋
え
割
拠
ト
／
決
意
仕
候
先
日
之
御
断
出
速
／
ニ
相
運
候
様
奉
頼
候
宇

右
衛
門
え
も
／
別
紙
右
段
申
遣
候
事
ニ
御
坐
候
／
尊
大
人
様
も
宇
右
衛
門
え
／
申
遣
置
候
間

何
卒
宇
右
衛
門
／
と
御
相
談
被
成
候
様
奉
存
候
出
過
／
き
之
事
ニ
ハ
候
得
共
私
情
不
得
已
候

／
之
事
被
仰
越
承
知
仕
候
中
間
／
不
用
御
坐
候
故
彼
者
ニ
持
せ
／
送
候
間
御
遣
可
被
成
候
随

分
／
人
柄
も
宜
敷
者
ニ
御
坐
候
先
ハ
／
右
為
申
上
匆
々
如
此
御
坐
候
余
ハ
／
譲
後
鴻
候
恐
惶

謹
言

　
　
　

九
月
廿
一
日　

燈
下
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助（
５
）

　
　

拝

　
　
　
　

小
忠
太
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

尚
々
時
候
御
厭
申
も
疎
／
之
儀
ニ
て
存
候
拝
白

　
　
　
　

緘

　
　

小
忠
太
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助
拝

     　

 

御
直
披

（
１
）
田
上
宇
平
太
（
一
八
一
七
〜
六
九
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
任
準
。
蘭
学
者
。
高
杉
小
左

衛
門
春
明
の
末
子
だ
が
、
田
上
平
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
系
図
上
は
又
兵
衛
春
豊
の
三
男
だ
か
ら
、

小
忠
太
の
弟
、
晋
作
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
２
）
大
西
将
曹
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
隆
玹
、
別
称
は
要
人
。
晋

作
の
母
ミ
チ
の
父
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
奥
番
頭
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
記
録
所
役

な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
３
）
山
田
宇
右
衛
門
（
一
八
一
三
〜
六
七
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
頼
毅
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
二
月
、
参
政
に
選
ば
れ
、
同
年
八
月
に
学
習
院
用
掛
、
翌
三
年
三
月
に
政
務
座
に
列
せ
ら
れ

て
遠
近
方
兼
用
談
役
を
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
４
）
杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）。
長
州
藩
。
無
給
通
士
。
諱
は
修
道
。
の
ち
民
治
と
名

乗
る
。
吉
田
松
陰
の
実
兄
。
晋
作
と
の
交
流
が
あ
つ
か
っ
た
。

（
５
）
晋
作
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
後
半
、
藩
主
か
ら
東
一
の
名
を
拝
領
し
た
が
、
元

治
元
年
三
月
、
野
山
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
際
、
没
収
さ
れ
た
。
以
後
は
和
助
（
介
）
と
称
す
。
和
助
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二
十
九
日
、
藩
命
で
谷
潜
蔵
と
改
名
す
る
ま
で
使
用
し
た
。
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
晋
作
で
通
す
。

　

藩
主
父
子
は
藩
政
府
が
置
か
れ
た
山
口
に
在
っ
た
か
ら
、
萩
は
「
留
守
政
府
」
と
呼
ば
れ

た
。
九
月
一
日
、
藩
主
は
追
討
軍
に
誠
意
恭
順
を
尽
く
し
、
条
理
明
白
弁
解
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
で
も
攻
め
て
来
る
な
ら
抗
戦
も
辞
さ
ぬ
と
の
親
諭
を
下
す
。
翌
二
日
、
こ
の
方
針
に
対
し

て
意
見
が
あ
る
者
は
、
書
面
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
「
俗
論
派
の
壮
士
」

が
続
々
と
山
口
に
押
し
か
け
、
藩
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。
す
で
に
八
月
二
十
日
に
は
毛
利

出
雲
が
加
判
役
に
列
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
岡
本
吉
之
進
が
大
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
「
俗
論
」
が
要
職
を
占
め
始
め
て
い
た
。「
正
義
」
の
政
府
員
は
意
を
決
し
、
次
々
と

辞
表
を
出
す
（
末
松
謙
澄
『
修
訂 

防
長
回
天
史
・
六
』〈
以
下
『
回
天
史
・
六
』
と
略
す
〉

一
九
二
一
年
、
一
七
六
頁
以
下
）。

　

小
忠
太
は
九
月
十
日
、
手
廻
組
に
加
え
ら
れ
、
奥
番
頭
、
直
目
附
役
を
命
じ
ら
れ
（
毛
利

家
文
庫
『
高
杉
小
忠
太
之
履
歴
材
料
』）、
山
口
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
父
に
晋
作
は
、

二
週
間
程
の
間
に
本
状
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
通
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
他
の
三
通

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
九
月
十
一
日
（『
史
料
』
二
七
〇
）

　

②
九
月
十
五
日
（『
史
料
』
二
七
一
）

　

③
九
月
二
十
四
日
（『
史
料
』
二
七
三
）

　

こ
れ
ら
を
解
説
す
る
前
に
、
拙
著
の
誤
り
を
正
し
て
お
き
た
い
。
私
は
『
史
料
』
の
中
か

ら
書
簡
百
通
を
選
び
、
解
説
な
ど
を
加
え
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
『
高
杉
晋
作
の
手
紙
』

（
二
〇
一
一
年
。
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
を
編
ん
だ
。
『
手
紙
』
で
は
①
（『
手
紙
』
四

四
）、
②
（『
手
紙
』
四
五
）
を
晋
作
が
「
山
口
」、
小
忠
太
が
「
萩
」
に
在
っ
た
と
解
説
し

た
が
、
い
ず
れ
も
逆
で
あ
る
。『
全
集
』
や
梅
溪
昇
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

も
、
①
に
関
し
て
は
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
十
八
日
」（『
史
料
』
二
七
二
・『
手
紙
』
四
六
）
と
あ
る
小
忠
太
宛
は
九
月
で

も
十
月
で
も
な
く
、
下
関
で
の
戦
後
処
理
を
終
え
た
直
後
の
八
月
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

父
へ
の
手
紙

　

こ
の
間
、
晋
作
は
小
忠
太
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

①
の
最
初
の
方
で
、
小
忠
太
が
山
口
に
勤
め
る
と
聞
き
、
山
口
の
「
形
勢
」
を
知
ら
せ
よ

う
と
、
急
ぎ
萩
に
帰
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
忠
太
は
す
で
に
萩
か
ら
山
口
に
向
か
っ
て

お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
残
念
が
る
。

　

晋
作
は
小
忠
太
に
「
君
側
之
士
」
が
色
々
と
「
密
告
」
し
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
信

用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
忠
告
す
る
。
井
原
主
水
は
「
色
々
不
評
談
」
も
あ
る
の
で
用
心

が
必
要
、
林
主
税
・
上
山
某
な
ど
は
「
誠
直
之
士
」
だ
が
、「
時
勢
に
は
不
案
内
」
な
の
で
、

交
際
し
て
も
心
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
教
え
る
。
ま
た
、
失
脚
中
の
「
正
義
」
の
前

田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
蔵
太
・
大
和
国
之
助
・
毛
利
登
人
を
、
藩
政
の
一
線
に
戻
す
た
め
の

「
周
旋
」
を
頼
む
。
さ
ら
に
、
「
杉
徳
補
（
孫
七
郎
）
留
守
政
府
第
一
等
人
。
山
田
宇
右
衛

門
好
人
物
、
其
の
上
時
勢
も
熟
察
つ
か
ま
つ
り
居
り
候
」
と
、
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
の
晋

作
が
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
は
山
田
だ
っ
た
。
そ
の
山
田
も
九
月
十
四
日
、
辞
表
を
提
出

し
、
萩
に
帰
っ
て
来
る
。

　

晋
作
は
②
で
も
山
田
を
「
当
時
勢
も
余
程
熟
覧
熟
味
、
老
錬
中
の
真
老
錬
」
と
高
く
評
価

し
、
早
々
に
山
口
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
末
尾
近
く
に
は
、
萩
か
ら
山
口
に
赴
く

田
上
宇
平
太
に
託
す
書
翰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
一
日
付
の
本
状
に
続
く
。
冒
頭
で
田
上
が
萩
に
帰
っ
て
来
た
と
述
べ

る
の
は
、
②
と
繋
が
る
。
晋
作
は
小
忠
太
の
健
在
を
喜
び
、
萩
の
家
族
や
親
戚
の
近
況
を
知

ら
せ
、
小
忠
太
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
気
遣
う
。
つ
づ
い
て
田
上
か
ら
得
た
、
山
口
情

報
に
つ
い
て
の
晋
作
の
意
見
を
伝
え
る
。
山
田
が
山
口
に
行
く
の
で
、
相
談
す
る
よ
う
繰
り

返
す
。
こ
の
頃
、
山
田
の
山
口
行
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
の
「
持
論
」
は
杉
梅
太
郎
が

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
彼
か
ら
聞
い
て
欲
し
い
と
も
言
う
。

　

中
村
助
四
郎
『
学
圃
杉
先
生
伝
』（
一
九
三
五
年
）
に
よ
れ
ば
杉
は
八
月
十
七
日
、
諸
郡

御
仕
組
方
を
任
ぜ
ら
れ
、
郡
奉
行
所
本
取
締
役
を
兼
ね
て
山
口
に
勤
務
し
た
。
上
司
の
郡
奉

行
は
、
山
田
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
頃
山
田
は
藩
政
府
の
仕
事
で
忙
殺
さ
れ
、
郡
方
は
杉
へ

委
任
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
河
村
一
郎
編
『
萩
藩
主
要
役
職
者
年
表
』（
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
郡
奉
行
の
任
期
は
元
治
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
で
あ

る
（
一
四
五
頁
）。

　
『
維
新
史
料
綱
要
・
五
』〈
一
九
三
七
年
〉
九
月
十
九
日
の
条
に
は
小
忠
太
が
毛
利
一
門

の
吉
川
経
幹
を
訪
ね
、「
直
目
付
前
田
孫
右
衛
門
等
ノ
罷
免
ハ
、
世
子
広
封
不
同
意
ナ
ル
ニ

依
リ
、
一
日
ヲ
緩
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
晋
作
の
①
で
の
指
示
ど

お
り
、「
正
義
」
の
勢
力
回
復
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

萩
を
離
れ
な
い
理
由

　

頑
な
に
萩
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
晋
作
は
本
状
で
も
、
書
斎
に
割
拠
す
る
決
意
と
述

べ
る
。
山
口
に
馳
せ
参
じ
、
小
忠
太
と
と
も
に
「
俗
論
」
と
戦
う
気
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
役

の
官
僚
が
一
方
的
に
辞
表
を
出
し
て
職
場
を
放
棄
し
、
萩
か
ら
せ
っ
せ
と
父
に
指
示
を
出
す

の
み
。
こ
の
あ
た
り
、「
英
雄
」
晋
作
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
ま
さ
に
奇
行
で
は
な
い

か
。

　

そ
の
理
由
を
近
年
三
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
晋
作
評
伝
に
聞
い
て
み
よ
う
。

梅
溪
『
高
杉
晋
作
』
は
「
下
関
和
議
成
立
後
間
も
な
く
、
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
辞
表

を
出
し
、
萩
に
退
き
屏
居
し
て
い
た
」（
二
一
一
頁
）、
海
原
徹
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
七

年
）
は
「
萩
の
自
宅
に
閑
居
し
て
い
た
」（
一
八
四
頁
）、
青
山
忠
正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵

隊
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
「
椋
梨
党
復
活
の
動
き
を
見
て
、『
こ
の
動
揺
に
て
皆
々
引
き
籠
も

り
何
と
も
不
分
明
に
相
成
り
候
。
改
め
て
御
役
御
断
り
申
し
出
候
心
得
』
で
、
十
一
日
に
は

勝
手
に
萩
の
実
家
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
一
日
付
、
十
五
日
付
、
小
忠
太
あ
て
書
簡
）」

（
一
六
八
頁
）
と
す
る
。
失
礼
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
表
面
上
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
回
天
史
・
六
』
に
は
、
晋
作
の
身
近
に
い
た
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
の
後
年
の
談
話
が
載

る
。
そ
れ
は
「
伊
藤
公
に
曰
く
、
彼
蓋
し
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
な
る
べ
し
と
。
井
上

侯
、
和
議
後
の
山
口
の
状
況
を
歎
息
せ
る
談
に
曰
く
、
和
議
結
了
後
、
高
杉
は
役
人
に
せ
ん

と
し
て
も
諾
せ
ず
。
萩
に
退
き
、
山
口
に
在
ら
ず
と
。
蓋
し
官
職
な
き
に
非
ず
。
辞
表
を
呈

し
て
家
居
せ
ざ
る
な
り
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
、
や
は
り
晋
作
の
真
意
に
は
触
れ

て
お
ら
ず
、
単
な
る
奇
行
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

晋
作
の
辞
職
願
い
を
藩
が
認
め
た
の
は
、
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
辞
職
の
理
由
を
晋
作

は
、「
病
身
に
付
き
」
と
し
て
い
た
（『
史
料
』
二
六
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
病
気
だ
っ
た
気

配
は
な
い
。

　

以
下
は
、
当
時
の
晋
作
の
心
情
を
推
測
し
た
、
私
の
覚
書
で
あ
る
。

　

萩
に
引
き
籠
も
っ
た
晋
作
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
月
五
日
に
長
男
梅
之

丞
（
の
ち
東
一
）
が
生
ま
れ
こ
と
だ
。
晋
作
に
と
り
、
初
め
て
の
子
供
で
あ
る
。
危
険
な
山

口
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
も
子
供
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
武
士
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
当
然
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
譜
代
の
臣
で
あ
る
高
杉
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
晋
作
は
、
家
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
使
命
感
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
多
く
の
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
小
忠
太
も
理
解
し
て
い

た
か
ら
、
あ
え
て
晋
作
を
山
口
に
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、「
正
義
」
の
重
鎮
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
晋
作
に
も
危
機
が
迫
る
や
十
月
二
十
四

日
夜
、
萩
を
脱
し
、
山
口
、
徳
地
、
下
関
な
ど
を
経
、
九
州
に
亡
命
す
る
。
そ
の
時
、
晋
作

は
息
子
の
名
に
似
せ
た
の
か
「
谷
梅
之
進
」
と
変
名
し
た
。
長
州
征
討
は
「
俗
論
」
政
権
が

恭
順
謝
罪
し
て
不
戦
解
兵
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
晋
作
は
帰
国
し
、
「
俗
論
」

打
倒
を
訴
え
て
下
関
で
挙
兵
す
る
。
内
戦
を
起
こ
し
、
藩
の
主
導
権
を
奪
い
返
し
、
藩
是
を

武
備
恭
順
に
転
じ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
前
会
議
の
謎

　

こ
の
時
期
の
山
口
が
、
武
備
恭
順
路
線
の
晋
作
ら
に
と
り
ど
れ
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
か
は
、

　

晋
作
書
翰
を
集
め
た
文
献
に
東
行
先
生
五
十
念
祭
記
念
会
編
『
東
行
先
生
遺
文
』（
一
九

一
六
年
。
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）、
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
・
上
』（
一
九
七
四

年
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）、
一
坂
太
郎
編
『
高
杉
晋
作
史
料
・
一
』（
二
〇
〇
二
年
。

以
下
『
史
料
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
小
忠
太
宛
（
両
親
宛
含
む
）
の
晋
作
書
翰
は
『
遺
文
』

に
十
五
通
、『
全
集
』
に
十
七
通
、『
史
料
』
に
二
十
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
状
は

い
ず
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

父
宛
書
翰
は
大
抵
高
杉
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
か
ら
形
見
と
し
て
割
譲

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
例
え
ば
『
史
料
』
二
四
〇
（
史
料
番
号
。
以
下
同
）
は
東

行
庵
主
谷
梅
処
に
、
現
在
太
宰
府
天
満
宮
蔵
の
二
三
四
・
二
七
二
・
四
三
六
は
伊
木
寿
一
（
晋

作
の
孫
暢
子
の
夫
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
『
遺
文
』
未
収
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
二
一
六

や
熱
田
神
宮
蔵
二
七
三
、
そ
し
て
本
状
も
『
遺
文
』
編
纂
以
前
に
高
杉
家
か
ら
流
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
高
杉
家
に
伝
わ
っ
た
分
も
『
遺
文
』
刊
行
後
に
大
半
は
市
場
へ
流
出
し
た
か

ら
、
現
在
確
認
出
来
る
原
翰
は
限
ら
れ
て
い
る
。

萩
に
帰
っ
た
晋
作

　

次
に
本
状
を
書
い
た
頃
の
晋
作
と
、
そ
の
周
辺
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

　

元
治
元
年
八
月
六
日
、
晋
作
は
政
務
役
に
加
え
ら
れ
、
四
国
連
合
艦
隊
と
の
止
戦
講
和
を

担
当
し
た
。
だ
が
、
朝
廷
は
こ
の
頃
、
七
月
十
九
日
の
「
禁
門
の
変
」
で
御
所
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
長
州
藩
の
追
討
を
幕
府
に
命
じ
、
幕
府
は
西
国
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
る
。
朝
敵
の

烙
印
を
押
さ
れ
た
長
州
藩
で
は
今
後
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
武
備
恭
順
の
「
正
義
」
と
恭
順
謝

罪
の
「
俗
論
」
が
対
立
し
た
。

　
「
正
義
」
に
連
な
る
晋
作
は
講
和
の
任
を
終
え
る
と
、
辞
表
を
提
出
し
て
萩
に
退
く
。
そ

れ
で
も
藩
は
八
月
二
十
九
日
、
政
務
役
の
晋
作
に
石
州
境
軍
務
管
轄
を
兼
務
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
晋
作
は
九
月
二
日
夜
に
は
山
口
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
（『
史
料
』
二
六
九
）、
結
局
石

州
口
に
は
赴
か
ず
、
九
月
十
一
日
ま
で
に
は
萩
に
帰
っ
て
し
ま
う
。
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九
月
二
十
五
日
夜
、
山
口
政
事
堂
か
ら
帰
宅
途
中
の
井
上
聞
多
（
馨
）
が
「
俗
論
」
の
刺
客

に
襲
わ
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
晋
作
も
山
口
に
居
た
ら
、

御
前
会
議
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
の
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
こ
と

が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
。『
奇
兵
隊
日
記
』（
鴻
城
日
記
）
同
日
条
に
「
朝
、
御

前
会
議
、
諸
大
夫
を
始
、
参
政
不
残
集
会
之
事
。
君
上
宜
ク
人
心
一
致
、
武
備
充
実
、
諸
有

司
大
酒
ヲ
禁
ゼ
ヨ
ト
ノ
由
」（『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
上
』〈
一
九
九
四
年
〉
四
四
四
頁
）
と

あ
る
か
ら
、
開
か
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
藩
是
を
決
め
る
重
要
会
議
で
、『
回
天
史
・
六
』
に
は
「
公
、
当
役
・
政
務
員
を

召
し
、
大
に
国
事
を
議
す
。
此
時
に
方
り
政
府
の
議
、
次
第
に
恭
順
の
一
面
に
傾
き
、
藩
政

の
施
設
亦
事
々
旧
形
に
退
却
せ
ん
と
す
る
の
観
あ
り
」（
一
九
九
頁
以
下
）
と
あ
る
も
の
の
、

出
席
者
名
簿
も
議
事
録
も
載
っ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
研
究
書
や
評
伝
の
類
も
、
小

郡
宰
判
代
官
と
政
務
役
を
兼
ね
て
い
た
井
上
聞
多
が
残
し
た
回
顧
談
を
無
批
判
に
利
用
し
て

い
る
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
。

　

井
上
か
ら
取
材
し
て
著
さ
れ
た
中
原
邦
平
『
井
上
伯
伝
・
三
』（
一
九
〇
七
年
）
の
「
第

十
七　

武
備
恭
順
の
主
張
」（
二
六
丁
以
下
）
に
は
、
会
議
に
至
っ
た
経
緯
と
当
日
の
様
子

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、「
俗
論
」
の
勢
力
拡
大
を
、
実
は
不
本
意
と
考
え
る

藩
主
父
子
の
意
向
を
ひ
そ
か
に
受
け
た
井
上
が
企
画
し
た
会
議
だ
と
し
、
武
備
恭
順
に
藩
是

を
傾
か
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
武
力
に
よ
る
「
俗
論
」
の
掃
討
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

当
日
、
井
上
は
熱
弁
を
奮
っ
て
「
俗
論
」
を
論
破
し
て
ゆ
く
。『
井
上
伯
伝
・
三
』
を
読

む
限
り
で
は
面
白
い
く
ら
い
、
井
上
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
藩
主
は「
今

朝
以
来
聞
多
の
主
張
す
る
所
を
聞
く
に
、
誠
に
其
の
理
あ
り
、
今
日
既
往
の
事
を
繰
り
返
し

て
種
々
論
争
す
る
も
亦
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
故
に
予
は
即
時
武
備
恭
順
の
国
是
に
一
定
す
べ

し
。
一
同
此
の
旨
心
得
よ
」
と
、
決
議
す
る
（
四
四
丁
）。
こ
れ
は
「
俗
論
」
に
と
り
、「
死

活
の
大
問
題
」
だ
っ
た
（
四
六
丁
）。
だ
か
ら
逆
恨
み
を
買
い
、
井
上
は
襲
わ
れ
た
の
だ
と

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
井
上
伯
伝
・
三
』
に
は
、
刺
客
の
ひ
と
り
児
玉
愛
次
郎
（
維
新
後
は
貴
族
院

議
員
な
ど
）
の
回
顧
談
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
七
丁
以
下
）。
児
玉
は
御
前
会
議
で
藩
主

が
「
聞
多
は
を
か
し
い
こ
と
を
言
ふ
」
と
言
っ
た
と
、
仲
間
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
語
る
。
藩

主
は
、
井
上
の
説
に
賛
同
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
襲
っ
た
の
だ
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
井
上
の
話
と
は
、
ま
逆
で
あ
る
。

　

聴
取
者
で
あ
る
公
爵
毛
利
家
編
輯
所
員
の
中
原
邦
平
は
、
「
井
上
伯
も
ア
ノ
時
分
は
政
府

員
等
に
向
つ
て
、
頻
り
に
や
か
ま
し
く
言
ふ
て
居
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
政
府
と
方
針
を
異
に

し
た
人
と
考
へ
違
へ
た
も
の
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」
と
、
児
玉
ら
の
誤
解
に
し
て
取

り
繕
っ
て
し
ま
う
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
突
っ
込
ん
で
問
い
正
そ
う
と
い
う
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

肝
心
な
部
分
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
幕
末
長
州
藩
の
政
治
史
研
究
を
困
難
に

す
る
。「
俗
論
」
の
主
張
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
次
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

勝
者
と
な
っ
た
「
正
義
」
の
言
い
分
の
み
が
、
「
歴
史
」
と
し
て
罷
り
通
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
見
る
た
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ち
さ
か　

た
ろ
う　

萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
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あ
る
高
杉
晋
作
書
翰
に
か
ん
す
る
覚
書

奇
行
の
連
続

　

高
杉
晋
作
春
風
（
一
八
三
九
〜
六
七
）
の
二
十
八
年
に
満
た
な
い
短
い
生
涯
は
、
理
解
し

難
い
奇
行
の
連
続
で
あ
る
。
周
囲
の
者
は
結
構
振
り
回
さ
れ
た
だ
ろ
う
し
、
没
後
は
そ
れ
が

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
魅
力
と
し
て
語
ら
れ
も
し
た
。
晋
作
の
伝
記
を
調
べ
て
い
る
と
、
行
動
の

真
意
が
読
み
取
り
難
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
、
京
都
で
十
年
の
暇
を
請
い
、
剃
髪
し
て
「
東
行
」
と
号
し
て
帰
国
し
た
真
意
な
ど
、
私

を
含
め
、
い
ま
だ
す
っ
き
り
と
読
み
解
い
た
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

私
の
蔵
書
中
に
あ
る
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
二
十
一
日
、
父
小
忠
太
宛
て
の
晋
作

書
翰
（
以
下
原
則
と
し
て
本
状
と
す
）
も
、
ど
う
も
そ
の
真
意
が
見
え
に
く
い
。
ま
ず
は
、

本
状
の
翻
刻
か
ら
始
め
て
み
よ
う
（
／
は
原
翰
の
改
行
位
置
）。

田
上
伯
父（
１
）

　
　

昨
夜
御
帰
萩
／
今
朝
罷
越
御
地
之
御
様
子
／
奉
承
知
大
安
心
仕
候
不
相
変
／
御

盛
ニ
御
所
勤
被
成
候
之
由
／
大
慶
至
極
ニ
奉
存
候
危
急
之
／
砌
為
邦
御
尽
力
千
萬
／
所
祈
ニ

御
坐
候
御
留
守
之
儀
ハ
／
乍
不
及
私
儀
罷
居
候
間
御
懸
念
／
被
下
間
敷
様
奉
存
候
爰
元
ハ
／

御
母
様
を
始
皆
々
相
揃
無
事
／
罷
暮
候
間
御
安
意
可
被
遣
候
二
三
日
／
前
よ
り
大
西
外
祖

父（
２
）

　
　

少
々
／
（  ）
風
邪
御
煩
被
成
□
□
御
気
／
遣
申
上
候
様
之
事
□
御
坐
候
其
外
ハ
／
諸
道
親

類
皆
々
無
異
ニ
／
御
坐
候
承
候
處
御
地
も
今
以
／
沸
騰
之
餘
波
静
り
兼
／
候
之
由
嘸
々
御
苦

慮
可
被
為
在
ト
／
奉
遥
察
候
山
田
宇
右
衛
門（
３
）

　
　

も
先
日
／
出
浮
仕
候
由
何
卒
此
え
御
相
／
談

有
度
奉
祈
候
宇
右
衛
門
之
持
／
論
ハ
杉
梅（
４
）

　
　

委
細
承
知
ニ
て
／
彼
ニ
御
尋
被
下
候
様
奉
頼
候

私
事
も
／
當
分
ハ
書
齋
え
割
拠
ト
／
決
意
仕
候
先
日
之
御
断
出
速
／
ニ
相
運
候
様
奉
頼
候
宇

右
衛
門
え
も
／
別
紙
右
段
申
遣
候
事
ニ
御
坐
候
／
尊
大
人
様
も
宇
右
衛
門
え
／
申
遣
置
候
間

何
卒
宇
右
衛
門
／
と
御
相
談
被
成
候
様
奉
存
候
出
過
／
き
之
事
ニ
ハ
候
得
共
私
情
不
得
已
候

／
之
事
被
仰
越
承
知
仕
候
中
間
／
不
用
御
坐
候
故
彼
者
ニ
持
せ
／
送
候
間
御
遣
可
被
成
候
随

分
／
人
柄
も
宜
敷
者
ニ
御
坐
候
先
ハ
／
右
為
申
上
匆
々
如
此
御
坐
候
余
ハ
／
譲
後
鴻
候
恐
惶

謹
言

　
　
　

九
月
廿
一
日　

燈
下
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助（
５
）

　
　

拝

　
　
　
　

小
忠
太
様

　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

尚
々
時
候
御
厭
申
も
疎
／
之
儀
ニ
て
存
候
拝
白

　
　
　
　

緘

　
　

小
忠
太
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
助
拝

     　

 

御
直
披

（
１
）
田
上
宇
平
太
（
一
八
一
七
〜
六
九
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
任
準
。
蘭
学
者
。
高
杉
小
左

衛
門
春
明
の
末
子
だ
が
、
田
上
平
兵
衛
の
養
子
と
な
る
。
系
図
上
は
又
兵
衛
春
豊
の
三
男
だ
か
ら
、

小
忠
太
の
弟
、
晋
作
の
叔
父
に
あ
た
る
。

（
２
）
大
西
将
曹
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
隆
玹
、
別
称
は
要
人
。
晋

作
の
母
ミ
チ
の
父
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
奥
番
頭
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
記
録
所
役

な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。

（
３
）
山
田
宇
右
衛
門
（
一
八
一
三
〜
六
七
）。
長
州
藩
・
大
組
士
。
諱
は
頼
毅
。
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
二
月
、
参
政
に
選
ば
れ
、
同
年
八
月
に
学
習
院
用
掛
、
翌
三
年
三
月
に
政
務
座
に
列
せ
ら
れ

て
遠
近
方
兼
用
談
役
を
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
４
）
杉
梅
太
郎
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）。
長
州
藩
。
無
給
通
士
。
諱
は
修
道
。
の
ち
民
治
と
名

乗
る
。
吉
田
松
陰
の
実
兄
。
晋
作
と
の
交
流
が
あ
つ
か
っ
た
。

（
５
）
晋
作
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
後
半
、
藩
主
か
ら
東
一
の
名
を
拝
領
し
た
が
、
元

治
元
年
三
月
、
野
山
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
際
、
没
収
さ
れ
た
。
以
後
は
和
助
（
介
）
と
称
す
。
和
助
は

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
九
月
二
十
九
日
、
藩
命
で
谷
潜
蔵
と
改
名
す
る
ま
で
使
用
し
た
。
本
稿
で

は
原
則
と
し
て
晋
作
で
通
す
。

　

藩
主
父
子
は
藩
政
府
が
置
か
れ
た
山
口
に
在
っ
た
か
ら
、
萩
は
「
留
守
政
府
」
と
呼
ば
れ

た
。
九
月
一
日
、
藩
主
は
追
討
軍
に
誠
意
恭
順
を
尽
く
し
、
条
理
明
白
弁
解
に
及
ぶ
が
、
そ

れ
で
も
攻
め
て
来
る
な
ら
抗
戦
も
辞
さ
ぬ
と
の
親
諭
を
下
す
。
翌
二
日
、
こ
の
方
針
に
対
し

て
意
見
が
あ
る
者
は
、
書
面
に
し
て
差
し
出
す
よ
う
命
じ
た
。
す
る
と
「
俗
論
派
の
壮
士
」

が
続
々
と
山
口
に
押
し
か
け
、
藩
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
。
す
で
に
八
月
二
十
日
に
は
毛
利

出
雲
が
加
判
役
に
列
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
に
は
岡
本
吉
之
進
が
大
納
戸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
な

ど
、
「
俗
論
」
が
要
職
を
占
め
始
め
て
い
た
。「
正
義
」
の
政
府
員
は
意
を
決
し
、
次
々
と

辞
表
を
出
す
（
末
松
謙
澄
『
修
訂 

防
長
回
天
史
・
六
』〈
以
下
『
回
天
史
・
六
』
と
略
す
〉

一
九
二
一
年
、
一
七
六
頁
以
下
）。

　

小
忠
太
は
九
月
十
日
、
手
廻
組
に
加
え
ら
れ
、
奥
番
頭
、
直
目
附
役
を
命
じ
ら
れ
（
毛
利

家
文
庫
『
高
杉
小
忠
太
之
履
歴
材
料
』）、
山
口
勤
務
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
父
に
晋
作
は
、

二
週
間
程
の
間
に
本
状
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
通
の
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
他
の
三
通

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
九
月
十
一
日
（『
史
料
』
二
七
〇
）

　

②
九
月
十
五
日
（『
史
料
』
二
七
一
）

　

③
九
月
二
十
四
日
（『
史
料
』
二
七
三
）

　

こ
れ
ら
を
解
説
す
る
前
に
、
拙
著
の
誤
り
を
正
し
て
お
き
た
い
。
私
は
『
史
料
』
の
中
か

ら
書
簡
百
通
を
選
び
、
解
説
な
ど
を
加
え
て
講
談
社
学
術
文
庫
版
『
高
杉
晋
作
の
手
紙
』

（
二
〇
一
一
年
。
以
下
『
手
紙
』
と
略
す
）
を
編
ん
だ
。
『
手
紙
』
で
は
①
（『
手
紙
』
四

四
）、
②
（『
手
紙
』
四
五
）
を
晋
作
が
「
山
口
」、
小
忠
太
が
「
萩
」
に
在
っ
た
と
解
説
し

た
が
、
い
ず
れ
も
逆
で
あ
る
。『
全
集
』
や
梅
溪
昇
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

も
、
①
に
関
し
て
は
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
十
八
日
」（『
史
料
』
二
七
二
・『
手
紙
』
四
六
）
と
あ
る
小
忠
太
宛
は
九
月
で

も
十
月
で
も
な
く
、
下
関
で
の
戦
後
処
理
を
終
え
た
直
後
の
八
月
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

父
へ
の
手
紙

　

こ
の
間
、
晋
作
は
小
忠
太
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

①
の
最
初
の
方
で
、
小
忠
太
が
山
口
に
勤
め
る
と
聞
き
、
山
口
の
「
形
勢
」
を
知
ら
せ
よ

う
と
、
急
ぎ
萩
に
帰
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
小
忠
太
は
す
で
に
萩
か
ら
山
口
に
向
か
っ
て

お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
た
と
残
念
が
る
。

　

晋
作
は
小
忠
太
に
「
君
側
之
士
」
が
色
々
と
「
密
告
」
し
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
信

用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
忠
告
す
る
。
井
原
主
水
は
「
色
々
不
評
談
」
も
あ
る
の
で
用
心

が
必
要
、
林
主
税
・
上
山
某
な
ど
は
「
誠
直
之
士
」
だ
が
、「
時
勢
に
は
不
案
内
」
な
の
で
、

交
際
し
て
も
心
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
と
教
え
る
。
ま
た
、
失
脚
中
の
「
正
義
」
の
前

田
孫
右
衛
門
・
渡
辺
内
蔵
太
・
大
和
国
之
助
・
毛
利
登
人
を
、
藩
政
の
一
線
に
戻
す
た
め
の

「
周
旋
」
を
頼
む
。
さ
ら
に
、
「
杉
徳
補
（
孫
七
郎
）
留
守
政
府
第
一
等
人
。
山
田
宇
右
衛

門
好
人
物
、
其
の
上
時
勢
も
熟
察
つ
か
ま
つ
り
居
り
候
」
と
、
知
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
の
晋

作
が
、
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
は
山
田
だ
っ
た
。
そ
の
山
田
も
九
月
十
四
日
、
辞
表
を
提
出

し
、
萩
に
帰
っ
て
来
る
。

　

晋
作
は
②
で
も
山
田
を
「
当
時
勢
も
余
程
熟
覧
熟
味
、
老
錬
中
の
真
老
錬
」
と
高
く
評
価

し
、
早
々
に
山
口
に
呼
び
寄
せ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
末
尾
近
く
に
は
、
萩
か
ら
山
口
に
赴
く

田
上
宇
平
太
に
託
す
書
翰
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
九
月
二
十
一
日
付
の
本
状
に
続
く
。
冒
頭
で
田
上
が
萩
に
帰
っ
て
来
た
と
述
べ

る
の
は
、
②
と
繋
が
る
。
晋
作
は
小
忠
太
の
健
在
を
喜
び
、
萩
の
家
族
や
親
戚
の
近
況
を
知

ら
せ
、
小
忠
太
が
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
と
気
遣
う
。
つ
づ
い
て
田
上
か
ら
得
た
、
山
口
情

報
に
つ
い
て
の
晋
作
の
意
見
を
伝
え
る
。
山
田
が
山
口
に
行
く
の
で
、
相
談
す
る
よ
う
繰
り

返
す
。
こ
の
頃
、
山
田
の
山
口
行
が
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
の
「
持
論
」
は
杉
梅
太
郎
が

承
知
し
て
い
る
か
ら
、
彼
か
ら
聞
い
て
欲
し
い
と
も
言
う
。

　

中
村
助
四
郎
『
学
圃
杉
先
生
伝
』（
一
九
三
五
年
）
に
よ
れ
ば
杉
は
八
月
十
七
日
、
諸
郡

御
仕
組
方
を
任
ぜ
ら
れ
、
郡
奉
行
所
本
取
締
役
を
兼
ね
て
山
口
に
勤
務
し
た
。
上
司
の
郡
奉

行
は
、
山
田
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
頃
山
田
は
藩
政
府
の
仕
事
で
忙
殺
さ
れ
、
郡
方
は
杉
へ

委
任
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
河
村
一
郎
編
『
萩
藩
主
要
役
職
者
年
表
』（
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、
山
田
の
郡
奉
行
の
任
期
は
元
治
元
年
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
で
あ

る
（
一
四
五
頁
）。

　
『
維
新
史
料
綱
要
・
五
』〈
一
九
三
七
年
〉
九
月
十
九
日
の
条
に
は
小
忠
太
が
毛
利
一
門

の
吉
川
経
幹
を
訪
ね
、「
直
目
付
前
田
孫
右
衛
門
等
ノ
罷
免
ハ
、
世
子
広
封
不
同
意
ナ
ル
ニ

依
リ
、
一
日
ヲ
緩
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
晋
作
の
①
で
の
指
示
ど

お
り
、「
正
義
」
の
勢
力
回
復
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

萩
を
離
れ
な
い
理
由

　

頑
な
に
萩
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な
い
晋
作
は
本
状
で
も
、
書
斎
に
割
拠
す
る
決
意
と
述

べ
る
。
山
口
に
馳
せ
参
じ
、
小
忠
太
と
と
も
に
「
俗
論
」
と
戦
う
気
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
役

の
官
僚
が
一
方
的
に
辞
表
を
出
し
て
職
場
を
放
棄
し
、
萩
か
ら
せ
っ
せ
と
父
に
指
示
を
出
す

の
み
。
こ
の
あ
た
り
、「
英
雄
」
晋
作
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
ま
さ
に
奇
行
で
は
な
い

か
。

　

そ
の
理
由
を
近
年
三
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
、
晋
作
評
伝
に
聞
い
て
み
よ
う
。

梅
溪
『
高
杉
晋
作
』
は
「
下
関
和
議
成
立
後
間
も
な
く
、
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
辞
表

を
出
し
、
萩
に
退
き
屏
居
し
て
い
た
」（
二
一
一
頁
）、
海
原
徹
『
高
杉
晋
作
』（
二
〇
〇
七

年
）
は
「
萩
の
自
宅
に
閑
居
し
て
い
た
」（
一
八
四
頁
）、
青
山
忠
正
『
高
杉
晋
作
と
奇
兵

隊
』（
二
〇
〇
七
年
）
は
「
椋
梨
党
復
活
の
動
き
を
見
て
、『
こ
の
動
揺
に
て
皆
々
引
き
籠
も

り
何
と
も
不
分
明
に
相
成
り
候
。
改
め
て
御
役
御
断
り
申
し
出
候
心
得
』
で
、
十
一
日
に
は

勝
手
に
萩
の
実
家
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
一
日
付
、
十
五
日
付
、
小
忠
太
あ
て
書
簡
）」

（
一
六
八
頁
）
と
す
る
。
失
礼
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
表
面
上
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
回
天
史
・
六
』
に
は
、
晋
作
の
身
近
に
い
た
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
の
後
年
の
談
話
が
載

る
。
そ
れ
は
「
伊
藤
公
に
曰
く
、
彼
蓋
し
和
議
後
の
紛
乱
を
予
測
し
て
な
る
べ
し
と
。
井
上

侯
、
和
議
後
の
山
口
の
状
況
を
歎
息
せ
る
談
に
曰
く
、
和
議
結
了
後
、
高
杉
は
役
人
に
せ
ん

と
し
て
も
諾
せ
ず
。
萩
に
退
き
、
山
口
に
在
ら
ず
と
。
蓋
し
官
職
な
き
に
非
ず
。
辞
表
を
呈

し
て
家
居
せ
ざ
る
な
り
」（
二
六
四
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
、
や
は
り
晋
作
の
真
意
に
は
触
れ

て
お
ら
ず
、
単
な
る
奇
行
に
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

晋
作
の
辞
職
願
い
を
藩
が
認
め
た
の
は
、
十
月
十
六
日
で
あ
る
。
辞
職
の
理
由
を
晋
作

は
、「
病
身
に
付
き
」
と
し
て
い
た
（『
史
料
』
二
六
四
頁
）。
も
っ
と
も
、
病
気
だ
っ
た
気

配
は
な
い
。

　

以
下
は
、
当
時
の
晋
作
の
心
情
を
推
測
し
た
、
私
の
覚
書
で
あ
る
。

　

萩
に
引
き
籠
も
っ
た
晋
作
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
月
五
日
に
長
男
梅
之

丞
（
の
ち
東
一
）
が
生
ま
れ
こ
と
だ
。
晋
作
に
と
り
、
初
め
て
の
子
供
で
あ
る
。
危
険
な
山

口
に
近
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
も
子
供
が
見
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
武
士
と

は
い
え
、
人
間
と
し
て
当
然
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
譜
代
の
臣
で
あ
る
高
杉
家
の
一
人

息
子
だ
っ
た
晋
作
は
、
家
を
絶
や
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
使
命
感
が
特
に
強
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
、
い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
多
く
の
史
料
が
物
語
っ
て
い
る
。
小
忠
太
も
理
解
し
て
い

た
か
ら
、
あ
え
て
晋
作
を
山
口
に
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、「
正
義
」
の
重
鎮
が
次
々
と
投
獄
さ
れ
、
晋
作
に
も
危
機
が
迫
る
や
十
月
二
十
四

日
夜
、
萩
を
脱
し
、
山
口
、
徳
地
、
下
関
な
ど
を
経
、
九
州
に
亡
命
す
る
。
そ
の
時
、
晋
作

は
息
子
の
名
に
似
せ
た
の
か
「
谷
梅
之
進
」
と
変
名
し
た
。
長
州
征
討
は
「
俗
論
」
政
権
が

恭
順
謝
罪
し
て
不
戦
解
兵
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
晋
作
は
帰
国
し
、
「
俗
論
」

打
倒
を
訴
え
て
下
関
で
挙
兵
す
る
。
内
戦
を
起
こ
し
、
藩
の
主
導
権
を
奪
い
返
し
、
藩
是
を

武
備
恭
順
に
転
じ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
前
会
議
の
謎

　

こ
の
時
期
の
山
口
が
、
武
備
恭
順
路
線
の
晋
作
ら
に
と
り
ど
れ
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
か
は
、

　

晋
作
書
翰
を
集
め
た
文
献
に
東
行
先
生
五
十
念
祭
記
念
会
編
『
東
行
先
生
遺
文
』（
一
九

一
六
年
。
以
下
『
遺
文
』
と
略
す
）、
堀
哲
三
郎
編
『
高
杉
晋
作
全
集
・
上
』（
一
九
七
四

年
。
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）、
一
坂
太
郎
編
『
高
杉
晋
作
史
料
・
一
』（
二
〇
〇
二
年
。

以
下
『
史
料
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
小
忠
太
宛
（
両
親
宛
含
む
）
の
晋
作
書
翰
は
『
遺
文
』

に
十
五
通
、『
全
集
』
に
十
七
通
、『
史
料
』
に
二
十
一
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
状
は

い
ず
れ
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

父
宛
書
翰
は
大
抵
高
杉
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
早
い
時
期
か
ら
形
見
と
し
て
割
譲

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
例
え
ば
『
史
料
』
二
四
〇
（
史
料
番
号
。
以
下
同
）
は
東

行
庵
主
谷
梅
処
に
、
現
在
太
宰
府
天
満
宮
蔵
の
二
三
四
・
二
七
二
・
四
三
六
は
伊
木
寿
一
（
晋

作
の
孫
暢
子
の
夫
）
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
『
遺
文
』
未
収
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
二
一
六

や
熱
田
神
宮
蔵
二
七
三
、
そ
し
て
本
状
も
『
遺
文
』
編
纂
以
前
に
高
杉
家
か
ら
流
出
し
た
も

の
だ
ろ
う
。
高
杉
家
に
伝
わ
っ
た
分
も
『
遺
文
』
刊
行
後
に
大
半
は
市
場
へ
流
出
し
た
か

ら
、
現
在
確
認
出
来
る
原
翰
は
限
ら
れ
て
い
る
。

萩
に
帰
っ
た
晋
作

　

次
に
本
状
を
書
い
た
頃
の
晋
作
と
、
そ
の
周
辺
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

　

元
治
元
年
八
月
六
日
、
晋
作
は
政
務
役
に
加
え
ら
れ
、
四
国
連
合
艦
隊
と
の
止
戦
講
和
を

担
当
し
た
。
だ
が
、
朝
廷
は
こ
の
頃
、
七
月
十
九
日
の
「
禁
門
の
変
」
で
御
所
に
攻
め
込
も

う
と
し
た
長
州
藩
の
追
討
を
幕
府
に
命
じ
、
幕
府
は
西
国
諸
藩
に
出
兵
を
命
じ
る
。
朝
敵
の

烙
印
を
押
さ
れ
た
長
州
藩
で
は
今
後
の
方
針
を
め
ぐ
り
、
武
備
恭
順
の
「
正
義
」
と
恭
順
謝

罪
の
「
俗
論
」
が
対
立
し
た
。

　
「
正
義
」
に
連
な
る
晋
作
は
講
和
の
任
を
終
え
る
と
、
辞
表
を
提
出
し
て
萩
に
退
く
。
そ

れ
で
も
藩
は
八
月
二
十
九
日
、
政
務
役
の
晋
作
に
石
州
境
軍
務
管
轄
を
兼
務
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
晋
作
は
九
月
二
日
夜
に
は
山
口
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
（『
史
料
』
二
六
九
）、
結
局
石

州
口
に
は
赴
か
ず
、
九
月
十
一
日
ま
で
に
は
萩
に
帰
っ
て
し
ま
う
。

九
月
二
十
五
日
夜
、
山
口
政
事
堂
か
ら
帰
宅
途
中
の
井
上
聞
多
（
馨
）
が
「
俗
論
」
の
刺
客

に
襲
わ
れ
、
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
晋
作
も
山
口
に
居
た
ら
、

御
前
会
議
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

話
は
逸
れ
る
が
、
こ
の
日
の
御
前
会
議
に
つ
い
て
の
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
い
こ
と

が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
。『
奇
兵
隊
日
記
』（
鴻
城
日
記
）
同
日
条
に
「
朝
、
御

前
会
議
、
諸
大
夫
を
始
、
参
政
不
残
集
会
之
事
。
君
上
宜
ク
人
心
一
致
、
武
備
充
実
、
諸
有

司
大
酒
ヲ
禁
ゼ
ヨ
ト
ノ
由
」（『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
上
』〈
一
九
九
四
年
〉
四
四
四
頁
）
と

あ
る
か
ら
、
開
か
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
も
藩
是
を
決
め
る
重
要
会
議
で
、『
回
天
史
・
六
』
に
は
「
公
、
当
役
・
政
務
員
を

召
し
、
大
に
国
事
を
議
す
。
此
時
に
方
り
政
府
の
議
、
次
第
に
恭
順
の
一
面
に
傾
き
、
藩
政

の
施
設
亦
事
々
旧
形
に
退
却
せ
ん
と
す
る
の
観
あ
り
」（
一
九
九
頁
以
下
）
と
あ
る
も
の
の
、

出
席
者
名
簿
も
議
事
録
も
載
っ
て
い
な
い
。
今
日
に
至
る
ま
で
研
究
書
や
評
伝
の
類
も
、
小

郡
宰
判
代
官
と
政
務
役
を
兼
ね
て
い
た
井
上
聞
多
が
残
し
た
回
顧
談
を
無
批
判
に
利
用
し
て

い
る
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
。

　

井
上
か
ら
取
材
し
て
著
さ
れ
た
中
原
邦
平
『
井
上
伯
伝
・
三
』（
一
九
〇
七
年
）
の
「
第

十
七　

武
備
恭
順
の
主
張
」（
二
六
丁
以
下
）
に
は
、
会
議
に
至
っ
た
経
緯
と
当
日
の
様
子

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、「
俗
論
」
の
勢
力
拡
大
を
、
実
は
不
本
意
と
考
え
る

藩
主
父
子
の
意
向
を
ひ
そ
か
に
受
け
た
井
上
が
企
画
し
た
会
議
だ
と
し
、
武
備
恭
順
に
藩
是

を
傾
か
せ
る
の
が
目
的
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
武
力
に
よ
る
「
俗
論
」
の
掃
討
ま
で

計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

当
日
、
井
上
は
熱
弁
を
奮
っ
て
「
俗
論
」
を
論
破
し
て
ゆ
く
。『
井
上
伯
伝
・
三
』
を
読

む
限
り
で
は
面
白
い
く
ら
い
、
井
上
の
独
壇
場
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
藩
主
は「
今

朝
以
来
聞
多
の
主
張
す
る
所
を
聞
く
に
、
誠
に
其
の
理
あ
り
、
今
日
既
往
の
事
を
繰
り
返
し

て
種
々
論
争
す
る
も
亦
何
の
益
あ
ら
ん
や
。
故
に
予
は
即
時
武
備
恭
順
の
国
是
に
一
定
す
べ

し
。
一
同
此
の
旨
心
得
よ
」
と
、
決
議
す
る
（
四
四
丁
）。
こ
れ
は
「
俗
論
」
に
と
り
、「
死

活
の
大
問
題
」
だ
っ
た
（
四
六
丁
）。
だ
か
ら
逆
恨
み
を
買
い
、
井
上
は
襲
わ
れ
た
の
だ
と

す
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
井
上
伯
伝
・
三
』
に
は
、
刺
客
の
ひ
と
り
児
玉
愛
次
郎
（
維
新
後
は
貴
族
院

議
員
な
ど
）
の
回
顧
談
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
七
丁
以
下
）。
児
玉
は
御
前
会
議
で
藩
主

が
「
聞
多
は
を
か
し
い
こ
と
を
言
ふ
」
と
言
っ
た
と
、
仲
間
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
語
る
。
藩

主
は
、
井
上
の
説
に
賛
同
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
襲
っ
た
の
だ
と
回
顧
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
井
上
の
話
と
は
、
ま
逆
で
あ
る
。

　

聴
取
者
で
あ
る
公
爵
毛
利
家
編
輯
所
員
の
中
原
邦
平
は
、
「
井
上
伯
も
ア
ノ
時
分
は
政
府

員
等
に
向
つ
て
、
頻
り
に
や
か
ま
し
く
言
ふ
て
居
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
政
府
と
方
針
を
異
に

し
た
人
と
考
へ
違
へ
た
も
の
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」
と
、
児
玉
ら
の
誤
解
に
し
て
取

り
繕
っ
て
し
ま
う
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
突
っ
込
ん
で
問
い
正
そ
う
と
い
う
気
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

肝
心
な
部
分
の
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
、
幕
末
長
州
藩
の
政
治
史
研
究
を
困
難
に

す
る
。「
俗
論
」
の
主
張
は
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
次
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

勝
者
と
な
っ
た
「
正
義
」
の
言
い
分
の
み
が
、
「
歴
史
」
と
し
て
罷
り
通
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
見
る
た
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
い
ち
さ
か　

た
ろ
う　

萩
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